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は じ め に

2003年 は江戸幕府開府400年 とい う、記念すべき年でした。鎌倉幕府に始まつた武家政治の中で最も

長く続き、そして最後となった幕府です。江戸に幕府をおくことによって、東国中心の文化や政治が生

まれ、江戸は急速に発展 していきます。その礎を築いた徳川家康は、更に発展 した今の江戸を見て何を

思 うのでしょうか ?

江戸幕府開府の約30年前、織田信長が愛した幸若舞の『敦盛』には「人間50年」というフレーズが出

てきます。その織田信長は49歳 で世を去 りますが、当時は 「50年」さえも「夢幻のごとく」に感 じられ

たのでしょう。

現在平均寿命は伸びる一方で、今や 「人生80年」という時代になりました。スポーンを始められる方、

ボランティア活動に精を出される方、パソコンを習い始める方、国内外の歴史的文化遺産を旅する方な

ど、人によつて形はさまざまですが、「第 2の人生」を楽しむ方は増える一方です。

最近では、市内の小中学校や県立高校が、地域学習の一環として市内の史跡や伝承地などを訪れるこ

とが増えてきました。また、市民の方々においても生涯学習として宮崎の歴史を学び、市内の文化財に

触れることで郷上の歴史へ更なる理解を深め、それらの貴重な文化遺産を守つていこうとい う意識の高

揚が見られます。そのような意識を大切にし、市民のニーズにお応えしていきたいと思います。

本報告書は市道拡幅に伴 う垂水第 2遺跡の調査報告書です。垂水台地における調査は、1994年度に九

州電力株式会社の鉄塔建設に伴 う調査を行つて以来、実に8年ぶ りの調査となります。今回の調査では、

後期旧石器時代から縄文時代早期にかけての遺物が大量に出上しました。垂水台地全体から見ればまだ

まだ氷山の一角ではありますが、周辺の遺跡 と併せて宮崎市の旧石器時代～縄文時代にかけての様相が

明らかになってきています。この報告書が、研究者のみならず、さまざまな形で地域の歴史を知る一助

となれば幸いです。

最後になりましたが、ご協力頂いた関係機関の方々、寒さの厳 しい中を調査に従事してくださつた作

業員の皆様に、心よりお礼申し上げます。

平成16年 3月

宮崎市教育委員会

教育長 内 藤 泰 夫
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【石器の分類について】

本文中に掲載されている石器は、すべて下記に基づいて分類されている。

ナイフ形石器

一側縁力日工のもの

縦長剥片を素材 として使用するもの

横長剥片を素材 として使用するもの

a、 b以外の剥片を素材 として使用するもの (Ex.幅広の剥片)

三側縁加工のもので、基部が九みを帯びる。比較的薄く、通常のブランティングを施す。

尖頭器

A類 :三稜尖頭器

B類 :槍先形尖頭器

C類 :剥片尖頭器

台形石器

A類 :素材の長軸に対 して上辺 (刃 部)が直交するもの

B類 :素材の長軸に対 して上辺 (刃 部)が斜行するもの

エン ド・スクレイパー

A類 :素材の下縁のみに刃部を形成するもの

B類 :素材の全周もしくは3/4周 程度に刃部を形成するもの。いわゆる「ラウンド・スクレイパー」と

称されるもの

二次加工剥片

A類 :縦長剥片を素材 として使用するもの

B類 :横長剥片を素材 として使用するもの

C類 :a、 b以外の剥片を素材 として使用するもの (Ex.幅広の剥片)

使用痕剥片

A類 :縦長歌1片 を素材 として使用するもの

幅広の剥片を使用するもの

単設打面を中心に剥片剥離作業が行われるもの

打面転移を繰 り返しながら剥片剥離作業が行われるもの

石核縁辺を打面として剥片剥離作業を行 うもの

敲石・磨石兼敲石

素材の形状が扁平な円形もしくは楕円形をなすもの

素材の形状が棒状をなすもの

正面観が正三角形を呈するもの

脚部が平基のもの

脚部が凹基のもの

正面観が二等辺三角形を呈するもの

脚部が平基のもの

脚部が凹基のもの

未製品

l
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第 1章 はじめに

第 1節 調査に至る経緯

市道久保垂水線は、現在宮崎市大字瓜生野から垂水公園に至る道路として現在も利用されているが、

平成15年度～16年度に道路改築工事を行 うことから、宮崎市建設部土木課から、拡張部分についての埋

蔵文化財の有無についての照会があつた。

文化振興課では、当該地地区が垂水第 1遺跡、金剛寺原第 1・ 第 2遺跡などに近接 していることから、

事前に埋蔵文化財の有無を確認するための試掘調査が必要である旨を回答 した。

その後、土木課 。用地課 との協議を重ね、用地買収前地権者の協力を得て 2回に分けて試掘調査を実

施することとした。

試掘調査は作付けのされていない南側から、便宜上第 1図の通 りに地区分けをして行つた。

第 1回 目の試掘調査は平成14年 6月 10日 ～14日 にかけて、A・ B区について行つた。A区は現地表面か

ら1～ 2mの深さで、著しく土壌改良がされており、道路拡幅の幅も狭小なことから、本調査の対象か

ら外すこととした。また、B区については トレンチを 3本開けて確認調査を行つた結果、一部はアカホ

ヤ下まで削平を受けているものの、黒曜石のチップや縄文土器が出上したこと、拡幅の幅が広く、調査

可能であることから本調査が必要であると判断した。

第 2回 目の試掘調査は平成14年 9月 3日 ～ 6日 にかけて、C

～E区について行つた。D区については、現地表面が既に傑層

まで削平されていることから、調査封象から外すこととした。

またC区についてはB区よりも削平の度合いが少なく、近接す

るB区と同様の結果が考えられることから、調査対象 とした。

また、E区については トレンチを4本開けて確認調査を行つた

が、一番北側の トレンチではATの水成層まで削平を受けてお

り、遺物は全く出上しなかつたが、それ以外の4本の トレンチ

からは黒曜石のチップや集石遺構の一部などが確認 されたこと

から、本調査が必要であると判断した。

以上の結果を踏まえ、土木課・用地課 と協議を重ね、用地買

収後に調査を行 うこととしたが、調査予定部分の一部が畑とし

て利用されていたため、元地権者の要望もあつて作付けの終わ

る12月 から調査に着手することとした。

なお、本調査は平成14年 12月 5日 から平成15年 6月 3日 まで

の期間行つた。

D区

C区

-1-
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第 2節 遺跡の立地と歴史的環境 (第 2図 )

垂水第 2遺跡を初めとする垂水台地遺跡群は、宮崎市の北西部、大淀川左岸の標高90m前後の洪積台

地 (通称垂水台地)上に立地する。垂水台地は台地の北端、標高約120.5mの 山塊を基幹部とし、南ヘ

なだらかに傾斜 し、台地中央部は標高約90m前後の比較的平坦な地形が広がる。これより南は大きく3

つの舌状台地に分かれ、丘陵状になって南へ延びる。

周辺には、まず台地北端部の最高所付近にサイフ形石器が表面採集された垂水公園遺跡が所在 し、台

地中央部には平成 5年に調査された垂水第 1遺跡が存在する。本遺跡の北側にあたり、ナイフ形石器や

角錐状石器、剥片尖頭器が出土している。垂水第 1遺跡の西側には昭和63年～平成元年にかけて調査さ

れ、ナイフ形石器・スクレイパーなどが出上した金剛寺原第 1・ 第 2遺跡 (一次調査)が所在する。

また、台地の南東部には平成 4年に調査された伊屋ヶ谷遺跡が所在する。集石遺構、縄文時代早期の

上器や古墳時代の住居 1軒が確認されている。台地の南端には小原山第 1・ 第 2遺跡が所在する。これ

らの遺跡からは縄文時代の集石遺構や縄文土器などが出上している。台地の西端には金剛寺原第 2遺跡

が所在 し、ここでも旧石器時代から縄文時代にかけての石器、縄文土器片が出土している。また、台地

東部には金剛寺原第 2遺跡が所在 し、同様に旧石器時代～縄文時代にかけての遺物が出土している。さ

らに小原山第 2遺跡の南西には今城跡 とい う城跡が残つている。西～北側にかけて比高差約20mの深い

谷が入 り、自然の障壁 となつている。付近は 「城山 (じ ょんやま)」 と呼ばれているが、いつごろ、誰

によって作られた城なのかは不明である。

南に延びだした丘陵のうち、東方の丘陵には宮崎城が所在する。宮崎城は南北朝期に文献に現われ、

伊東氏が日向国で勢力を伸ばしていた頃には伊東四十人城にも数えられた。その後、伊東氏が衰退 して

島津氏が日向一円をおさめるようになると、島津氏の重臣である上井覚兼が城主として入城 した。 さら

に宮崎城から南方へ続 く丘陵斜面には池内横穴群 (現存 4基 )、 県指定史跡である瓜生野村古墳 (上北

方横穴群)が広がり、丘陵最南端には下北方古墳群が所在 して沖積平野となる。

南方の丘陵には宮崎城の西北西約1,6kmに竹篠城 と呼ばれる城がある。また、竹篠城丘陵の南面の斜

面には、瓜生野村古墳の一部を構成する横穴群が所在 し、またこの南の丘陵の南端には、柏田貝塚が所

在する。柏田貝塚は浜田耕作らによつて調査され、縄文時代早期の柏田式 (塞 ノ神式)土器が出土して

いる。

柏田貝塚から大淀川を挟んだ対岸には国指定史跡生目古墳群があり、現在史跡公園化へむけて整備の

ための調査がすすめられている。また、生目古墳群のある丘陵南東端部には中世の山城である跡江城 と、

前述の柏田貝塚と同時期の跡江貝塚が所在する。

【参考文献】

『金剛寺原第 1遺跡・金剛寺原第 2遺跡』

『垂水第 1遺跡』

『伊屋ヶ谷遺跡 。小原山第 1遺跡・小原山第 2遺跡 。金剛寺原第 2遺跡・

『宮崎県中近世城館跡緊急分布調査報告書Ⅱ 詳説編』

『宮崎県史 考古 1』

宮崎市教育委員会 1990

宮崎市教育委員会 1994

阿部ノ木遺跡』

宮崎市教育委員会 1995

宮崎県教育委員会 1999

宮崎県 1990
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第 3節 調査の概要

A区については一部道路拡張幅が狭小なため、面的な調査が望めないと判断し、Alト レンチ～A6

トレンチは現状の道路に沿 う形で、拡幅部分について 1～ 1.5m X10mの トレンチを 5m間隔で設定し、

調査を行つた。またA7～A9ト レンチについては、面的な調査が可能であつたため、東側の畑への出

入 り道を残して、できるだけ広い調査面積を確保するよう努めた。A区における基本層序は東壁セクショ

ン図を基に作成 した (第 3図 )。

A区については面積が狭いこともあり、各 トレンチの説明は省略し、A区全体の検出遺構及び出土遺

物について記すこととする。

B区については、既存道路の拡幅ではなく新設される部分であり、調査区の幅 。長さともに十分に確

保できた。調査着手前は畑として使用されてお り、調査に入つた当初も作付けがなされていたため、作

付けの終了を待つて調査に着手した。

B区はA区に比べると標高にして約10m程度高く、周辺には平坦面が広がり、畑地として利用されて

いる。試掘調査の段階で北側がかなりの削平を受けていることが確認されていることから、現在の平坦

面の北側部分においては後世の削平によって平坦面を作 り出していることが確認 された。そのため、遺

物包含層が削平により失われている北側1/3を主に廃土置き場として利用することとした。

A区の調査面積が狭小であつたのに対し、こちらでは十分に面的な調査を行 うことができ、遺物の広

がりやまとまりを確認することができた。B区における基本層序は東壁セクション図を基本に作成 した

(第 3図 )。

B区は調査区の東側が畑地として利用されており、調査区を横切る形で作業道を残 したため、調査区

を 2つに分け、便宜上南側をBl区、北側をB2区 とした。調査は両地区ともほぼ並行 して行つた。

また紙面の都合上、掲載 した遺物の出土層位等については本文中には省略したので、巻末の 「土器観

察表」及び 「石器計測表」を参照されたい。なお、表中の 「SO」 は層位横転を意味する。
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 ▼

1 垂水第 2遺跡
2 垂水公園遺跡
3 垂水第 1遺跡
4 金剛寺原第 1遺跡
5 金剛寺原第 2遺跡
6 金岡1寺原第 2遺跡
7 小原山第 1遺跡

10

11

(2次) 12
(1次)  13

14

小原山第 2遺跡

阿都ノ木遺跡

今城跡

伊屋ヶ谷遺跡

竹篠城跡

宮崎城跡

瓜生野村古墳

上北方横穴群

池内横穴

柏田貝塚

生目古墳群

跡江貝塚

８

９

第 2図 遺跡位置図 (1/25,000)
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第 3図 調査区全体図
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第 2章 A区の調査

第 1節 縄文時代の調査

【遺構について】 (第 4・ 5図 )

集石遺構を 3基確認 している。

Alト レンチで検出されたものは西壁付近で検出され実際に調査できたのは全体の1/2程度であった。

掘 り込みは約1.2m× 0.3m以上、検出面からの深さは約 15clllを測る。破砕 した石が一部認められるが、

もともとは円礫を中心に構成されていたものと思われる。被熱はほとんど見受けられず付着物もなかつ

たことから、使用回数も少なかったものと思われる。

A3ト レンチで検出されたものは トレンチ北壁付近で検出された。約0.8m× 0.5m、 検出面からの深

さは約15cmを測る。破砕 した石は一部に過ぎず、ほぼ円礫を利用 して構成されていたものと思われる。

被熱はほとんど認められず、使用回数は少なかつたものと思われる。また、上部の石を外 した後、下か

らきれいに並べられた状態で円礫が確認 された。こちらも被熟はほとんど認められず、付着物もなかっ

たことから、使用回数は少なかつたものと思われる。

A4ト レンチで検出されたものは トレンチのほぼ中央で確認 された。掘 り込みは0.9m× 0.8m、 検出

面からの深 さは約20clllを測る。一部に被熱によつて破砕 したと思われる石が見受けられるが、全体的に

円傑を用いて構成されていたものと思われる。石は掘 り込みよりも東側に集中して検出されているが、

検出面の直上が層位横転により破壊されており、層位横転にかかる石はすべて外 して実測 した。そのた

め、実際に現場で確認できた石に比べ、実測した石は少なくなっているが、外 した石もほとんどが円礫

であり、被熱はほとんど認められなかつた。また、スス等の付着物は認められず、使用回数も少なかつ

たものと思われる。

Ｅ
Ｏ
Ｏ
蛉
　
一∞
＝＝
コ
コ

LL==81 200m Ｉ
Ⅷ

Al トレンチ

第 4図  A区集石遺構実測図(1)

L

―-7-―



0            50om

2号集石遺構 0

A3ト レンチ

� ｀

○
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第 5図 A区集石遺構実測図(2)
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【遺物について】

(1)土器 (第 6・ 7図 )

1～ 10は前平式である。 1～ 4は 口縁部片である。 1～ 3は Alト レンチから出土した。 1は 口縁部

下に横位の貝殻腹縁圧痕文を施 し、その下に貝殻腹縁連続刺突文を施す。口唇部と外面の境 目に沈線が

見られる。 2は平坦な口唇部を持ち、国縁部に貝殻腹縁連続刺突文を施 し、その下に貝殻条痕文を施す。

3は 口縁部に貝殻腹縁連続刺突文を施 し、その下に横位の貝殻条痕文を施す。 4はA3ト レンチから出

土した。口縁部に貝殻腹縁連続刺突文を施 し、その下に横方向の貝殻条痕文を施す。 5・ 6はA2ト レ

ンチから出土したもので、ともに斜方向の貝殻条痕文を施す。 7～ 10はA3ト レンチから出土した。 7

は横方向の貝殻条痕文を施す。 8。 9は横方向と斜方向の貝殻条痕を施す。同一個体か。10は斜方向の

貝殻条痕文を施す。

11は知覧式で、A2ト レンチから出上した。地文として斜方向の貝殻条痕文を施 した後、上から縦位

の貝殻腹縁連続刺突文を施す。

12はA3ト レンチから出土したもので、貝殻腹縁連続刺突文を施 し、その下に貝殻腹縁による押引文

を施す。内面にヘラ状工具と思われる痕跡が残る。従来 「吉田式」と呼称されていたもので、現在 「小

牧 3Aタ イプ」と称されるものである。

13～ 17はいずれもA9ト レンチから出上した。13～ 16は楕円押型文を施 し、同一個体と思われる。器

形としては口縁部が外反するバケツ状に近い器形が想定される。 13は 口縁部に楕円押型文を回転施文し、

2 cmほ どの間隔をあけた後、同様の文様を施す。また、内面上部にも押型文を施す。口唇部にヘラ状工

具と思われるもので押さえた痕跡がある。 14・ 15も 同様に精円押型文を回転施文する。 16は 1.5cm程度

の間隔をあけて、精円押型文を 2段施す。17は平底の底部片でミガキ調整のようなものが見られる。型

式不明。

18～20は試掘調査で出上したものである。18は前平式の口縁部で、日唇部は丁寧なナデが施され、平

坦でミガキ状にも調整される。 日縁部下に貝殻腹縁連続刺突文を施 し、胴部には貝殻条痕文を施す。19

は斜方向の、20は横方向の貝殻条痕文を施す。

(2)石器

石鏃 (第 8図 )

21～ 23は Att aに 属する。21。 22は両面ともに縁辺からの丁寧な調整剥離を施す。23は片面に主要剥

離面が残る。 3点 とも断面形は凸レンズ状を呈し、石材は黒曜石である。

24・ 25は Btt aに属する。24は片面を丁寧に調整するが、25は 両面ともに縁辺部のみを調整 している。

したがって25は背面と主要剥離面が大きく残る。石材は24が黒曜石、25が流紋岩である。

26～ 28は Btt bに属する。26は チャー ト製で、脚部に深い快 りを設けている。27・ 28は形態的に類似

するが、27は両面に丁寧な調整を施す。28は 両面ともに縁辺部のみを調整する。石材は27が黒曜石、28

が流紋岩である。                             ・

L

-9-



器種不明石器 (第 8図 )

29・ 30は器種不明石器である。29は右側面に主要剥離面からの連続した剥離痕がみられるが、その目

的は不明である。30は両面ともに縁辺からの剥離が施されており、石鏃の製作過程を思わせるものであ

る。石材はいずれも黒曜石である。

第 2節 旧石器時代の石器 悌 8図 )

31は使用痕剥片である。縦長ユ1片 を素材とし、石材は流紋岩である。

32は磨痕と敲打痕が確認されていることから、当遺跡では「磨石兼敲石」と呼称する。厚みのある円

礫を素材とし、表裏の平坦面に磨痕が1残 る。敲打痕は風化が著しい。石材は尾鈴山酸性岩である。

33は石核で、B類に属する。試掘調査において出上したものであるが旧石器時代の石核の特徴が窺え

る。打面転移を頻繁に行いながら、主として幅広の剥片を目的として剥離作業が進行していることが窺

える。また、随所に打面あるいは作業面と打面とが接する箇所が見られる。石材は流紋岩である。

-10-
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第 6図 A区出土縄文土器実測図(1)
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第 3章 Bl区 の調査

第 1節 縄文時代の調査

Bl区における縄文時代の遺構としては集石遺構 4基、土坑 2基を検出している。遺物としては、縄

文土器36点、石鏃21点 (試掘調査時を含む)が出土した。

【遺構について】 (第 10・ 11図 )

1号集石遺構は トレンチの西壁に沿 う形で検出され、半分以上が調査区外にかかる。検出できた範囲

での掘 り込みは0。 9m× 0,45m、 検出面からの深さは約10cmを測る。円礫 と角礫の両方によつて構成され、

こぶし大～小児の頭大の程度の大きさのものを用いる。礫の総重量9,460gを測るが、密集せずにまば

らに散らばるような状態で検出された。被熱による礫の破砕が著しいが、赤化は進んでおらず、使用頻

度は低いと思われる。また、炭化物やスス等の付着物は見られなかった。

2号集石遺構は トレンチの北西で検出された。不定形の掘 り込みを持ち、約1.05m XO。 9m、 検出面

からの深 さは約 10cmを測る。30個程度の礫が確認 されたが、まとまりを持たず散在 しているような感 じ

である。いずれも破砕が著しく、 3 11ull大 の小石を含み、角礫か円礫かの判断もつきかねる。礫の総重量

4,660g。 被熱は認められず、使用頻度も低かったものと思われる。焼土・炭化物・ススなどは確認さ

れず、礫への付着も認められなかった。

3号集石遺構は トレンチの東壁付近で検出された。不正精円形のような掘 り込みを持ち、約0.8m× 0。

4m、 検出面からの深さは約 10cIIlを 測る。人頭大の大型の円礫を中心に10個程度の礫で構成されている。

礫の総重量約8,680g。 礫はまとまりを持たず、散在するような形で検出された。また、礫の破砕もひ

どくなく、被熱もほとんど認められないことから、使用頻度は低いものと思われる。焼土・炭化物・ス

スの付着などは認められなかった。

4号集石遺構は 1号集石遺構 の南東で検 出 された。 掘 り込みは不正 円形 を呈 し、約0.5m×

0.5m、 検出面からの深 さ約 10clllを測る。大部分はこぶ し大程度の円礫で構成 されている。40個 程度の

礫を用いており、被熱が認められるが赤変の度合いは低い。堀 り込み最深部に密に礫をつめているが、

掘 り込みの外に向かうにつれてまばらになる。礫の破砕も少なく、またほとんど掘 り込みの床面で礫が

検出されていること、焼土・炭化物・ススの付着等が認められないことから、使用頻度はごく低いと思

われる。

1号土坑は 1号集石遺構の北東で検出された。不整形な長楕円形を呈し、1.7m× 1,7clll、 検出面から

の深さ約25cmを沢1る 。土坑のほぼ中央床面から、120cm× 35clllの範囲で焼土が検出された。焼土内に直

径0.5～ l llllll程 度の炭化物を含む。埋上にアカホヤを含むことから、アカホヤ降灰以前に掘 り込まれた

ものであることは確実だが、検出面で礫を 1個確認 したほかは、埋土中及び床面から遺物は出土せず、

正確な時期等は不明である。

―-14-―
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1号土坑
I:アカホヤ
Ⅱ :黒褐色亀 小淋軽石を密に含む。
Ⅲ :明黄褐色二 小林軽石は見られず。

直径0.5～ lm程度の炭化物含む。
焼土を含む。

50om

2号土坑
II褐色上。小林軽石を少量含む。
H:暗褐色上。固くしまりがある。
Ⅲ :明褐色上。小林軽石を多量に含む。

非常に固い。焼土を含む。

LL==01 800m

第10図  Bl区 1号・ 2号土坑実測図

2号土坑は北東で検出された9不整円形を呈し、約1,3m XO,9m、 検出面からの深さ約10cmを測る。

上坑の東側に焼土と炭化物が認められ、埋土中にも東側に集中して炭化物が確認される。炭化物や焼土

が検出されていることから、火の使用は認められるが、掘 り込みの浅さから炉として機能していたかは

不明である。埋上に小林軽石のブロックを含むことから、小林軽石降灰前に作られたことは確実である

が、埋土中及び床面からの遺物の出土はなく、正確な時期については不明である。

焼土
/



【遺物について】

(1)土器 (第 11～ 13図 )

34・ 35。 37～ 39は 同一個体の深鉢である。いずれも横ないし斜方向に貝殻条痕を施す。40は吉田式と

呼ばれるものである。口唇部に工具による深い刻みを施す。口縁部下に貝殻腹縁連続刺突文を施 し、さ

らにその下に貝殻腹縁押引文を密に施す。

41～ 45は精円押型文を施す深鉢である。 うち、41～ 44は 同一個体と思われる。41・ 42は 口縁直下に帯

状に楕円押型文を施 し、その下に無文部を設け、さらにその下に精円押型文を施す。無文部はおそらく

ナデ消しによつて作られたものと考えられる。43は胴部片で、破片の上部に精円押型文を施す。楕円押

型文の下にススが付着する。44は 口縁部片で口縁部に精円押型文を施す。45は精円押型文の一種でいわ

ゆる「短枝回転文」と思われる。

46～ 54は手向山式の深鉢だと思われる。46。 49。 50は大ぶ りの山形押型文を施す。すべて同一個体だ

と思われる。46は横位に山形押型文を施 し、内面に工具痕 らしきものが残る。48・ 49は部分的にナデ消

しが見られる。49は底部で、底部からの立ち上がり部分にナデ消した山形押型文が見られ、 3 cmほ どあ

けて山形押型文を施文する。50は斜方向の山形押型文を施す。51～ 54は微隆起線文 (ミ ミズばれ文)を

施すタイプである。51～ 53は 口縁部片で、51は 口唇部に丁寧なナデが施され、ごく浅い凹みが形成され

る。54は胴部片でわずかに赤彩が残る。

55～ 61は撚糸文を施すもので、平杵式か塞ノ神式に相当するものと思われる。55・ 56は 同一個体と思

われ、撚糸部分のす り消しが観察される。57・ 58は 同一個体と思われ、右撚 りの撚糸文を縦位に施文す

る。59は右撚 りの撚糸文を斜方向に回転施文する。60は撚糸文を縦位に回転施文する。内面に工具によ

る調整痕を明瞭に残す。塞ノ神式か ? 61は右撚 りの撚糸文を縦位に施文する。

62・ 63は塞ノ神式と呼ばれるもので、62は斜方向及び横方向の平行沈線文を施す。63は 口縁部で、斜

方向に平行沈線文を施 し、内面にも貝殻条痕を密に施す。 口唇部には刻みを施す。64～ 69は無文系の深

鉢で、66～ 69は 同一個体だと思われる。66・ 67は 口縁部で、66に は未貫通の補修孔が見られる。68・ 69

は胴部で、若千のふくらみをもつ。

(2)石 器

主としてⅢ層・Ⅲ b層から出土している石器を、下層の混在も考慮して縄文時代に帰属する石器とし

て位置付けることとする。十分な精査を重ねれば石器の組成が明確に提示できたであろうが、今回はそ

の中でも比較的まとまった出土状況を示した石鏃についての記載にとどめておく。

石鏃 (第 14図 )

70。 71は Att aに 属するものである。70は完形で、片面に主要剥離面が確認 される。71は 両面ともに

縁辺を調整する磨製石鏃である。両面に研磨を密に施した後に縁辺部に調整を施すといった製作工程が

窺える。石材は70が黒曜石、71が頁岩である。

72～ 76は Att bに属するものである。72は脚部に浅い挟 りを作 り出し、全体的に調整が大まかである。

73・ 74・ 75は脚部に深い快 りを持つもので、いずれも両面に丁寧な調整が施 される。76は素材の背面お

よび主要承1離面が大きく残存し、調整があまり進行 していない感がある。未製品の可能性も考えられる。

石材は72・ 76が流紋岩、73がチャー ト、74・ 75が黒曜石である。

77～80は Btt aに属するもので、いずれも縁辺部のみに調整を施す傾向にあり、80は釣 り鐘状の九み

L
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を帯びた形態を呈する。石材は77は頁岩、78お よび79は黒曜石、80は流紋岩である。

81～ 85は B tt bに 属するものである。81と 82は完形で脚部に深い快 りを設けるものである。88は細い

脚部を持ち、風化の著 しいものである。片面に主要剥離面が残 り、調整の度合いも大まかである。84は

ほば左右対称の形状であるが、先端が欠損している。85は片面に主要剥離面が残 り、先端が鋭利である。

86は 両面に縁辺部のみの調整を施すもので、粗雑な印象を受ける。

87は C類に属 し、石鏃の未製品と思われる。石材は81・ 82・ 84が チャー ト、83が ホルンフェルス、85・

86が黒曜石で、特に85は大分県姫島産の乳白色を帯びた黒曜石である。

器種不明石器 (第 14図 )

88～90は器種不明石器である。88は右側縁を弧状に成形することを目的として調整が施されているが、

器種が認定し難い。ラウンド・スクレイパーの類であろうか。89は両面に丁寧な調整を施 しているが、

形態的に石鏃とは相違する。可能性 として、縦長の石匙が考えられる。90は 両面ともに下部を中心に調

整が施される。石材は88お よび90が流紋岩、89が チャー トである。

-18-―
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【石器出土状況】 (第 16図 )

B-1区 ではⅢ b層出上の石器出土状況を検証した結果、 4箇所の石器集中区域を抽出することがで

きた。 しかし、調査区が南北に細長いとい う制約もあり、石器の広がりはさらに東西にも及ぶ可能性を

考慮 しなければならない。

第 1ブロック

調査区の北東壁際に3.Om× 2.Omの範囲で集中している。流紋岩を主体とし、剥片・チップ 。土器で

構成されている。石器製作に関連する石核が確認 されていないが、石器の分布は調査区の外側にさらに

広がる可能性が強い。なお、接合資料は 1点 も確認 されなかった。

第 2ブロック

第 1ブロックよりも約 8m南に4.5m× 4.5mの範囲でまとまっている。土器を中心とするまとまりだ

が、小破片のため型式は不明である。磨石と敲石が含まれる。また、接合資料として石核が 1′点確認 さ

れてお り、それを含む接合資料はⅢ層およびⅣ層にまたがっている。

第 3ブロック

第 2ブロックの南西側約1.5mに 5.Om× 3.Omの範囲でまとまつている。チャー トを主体としたブロッ

クで、石鏃・剥片 。チップが含まれている。第 2ブロックとのほば中間に石皿が 1点出上してお り、第

2ブロックで確認 された磨石および敲石 との関連が示唆される。また、第 2ブロックにもチャー トの剥

片およびチップがみられることから、石器製作の過程を窺い知ることができよう。なお、石核や接合資

料は確認されなかった。なお、時間等の制約によリチャー トの接合作業は省略した。

第 4ブ ロック

第 3ブロックの南東側約 3mに 4.Om× 4.5mの範囲で集中している。チャー トを主体としたブロック

で、石鏃・石皿・剥片 。チップ・土器 とい う組成である。チャー トが圧倒的に多い様相は第 3ブロック

と類似 している。石鏃は黒曜石製のものとホルンフェルス製のものの合計 2′点となつている。石核や接

合資料は確認されなかったが、第 3ブロックと関連した石器製作の一端を窺い知ることができよう。

一-24-―
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第 2節 旧石器時代の調査

旧石器時代の遺物は主にⅣ層とV層から出上している。傾斜地という地形的な制約もあつてか、Ⅲ b。

Ⅲ層との混在もみられるが、垂直分布 と石器の属性を検討 したところ、旧石器時代の遺物の 7～ 8割は

Ⅳ層とV層 に分布 していることが判明した。従つて、後述の掲載図面も主にⅣ層とV層 出上の石器を採

用している。

遺物の分布は調査区北側に集中する傾向があり、石材には流紋岩を多用 している。ナイフ形石器やス

クレイパーなどの製品よりは、石核・剥片 。チップと言つた石器製作に必関連する石器が凌駕する。後

述する接合資料も流紋岩製で、製品の接合は見られなかった。

【石器出土状況】 (第 17図 )

B-1区 ではⅣ層において流紋岩を主体とした石器群が出上しており、 4箇所の石器集中区域が確認

された。調査区全体に散在 している状況であるが、特に密集度の高い箇所をブロックとして認定した。

第 1ブロック

調査区北西部に8.Om× 2.Omの範囲で集中している。石器組成 としてナイフ形石器 。二次加工承1片・

使用痕剥片・石核 。剥片・チップが含まれている。ブロックの北側約1.5mの ところに礫群が検出され、

さらに剥片と石核が接合している状況である。接合資料は第 1ブロックから東へ約 8mの箇所でも確認

され、両者間での移動があつたことが想定される。

第 2ブロック

調査区の中心部よりやや北側に位置し、3.5m× 4.Omの範囲で集中している。チャー トを主体とした

状況で、石核・剥片・チップで構成されている。石核の石材は流紋岩であるが、接合関係にある資料は

確認 されなかつた。チャー トを主体としたまとまりはⅢ b層の様相 と似ており、層位的な検討の余地は

ありそうである。

第 3ブロック

調査区の中心部の西壁際に3.Om X2.5mの 範囲で集中しているが、調査区外にもブロックが広がる可

能性が強い。石器組成は二次加工剥片・石核 。磨石・石皿・剥片・チップ・石鏃・器種不明石器・土器

が含まれてお り、Ⅲ b層 との混在が強い様相である。石鏃は流紋岩製と買岩製があり、チャー トが主体

となっている中にあつて特異な様相である。石器組成において石器製作に関連する石器が見られること

から、石器製作の場としての機能が作用 していた可能性がある。

第 4ブロック

第 3ブロックと対峙する調査区東壁際に3.5m× 4.Omの範囲でまとまっている。石器組成 として二次

加工剥片 。磨石 。石皿・剥片 。チップ 。石鏃とい う構成である。石材はチャー トを中心としたまとまり

で、一部流紋岩も含まれる状況である。また、石鏃はチャー ト製、流紋岩製、黒曜石製のものがみられ

る。さらに、第 3ブロックと同様に磨石や石皿のような加工具的な石器が出上していることから、石器

製作に関連する機能が展開された可能性もある。
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【接合資料】 (第 18図 )

接合資料 1(第 19～21図 )

当遺跡において最も接合数の多い資料で、剥片15点が接合している。すでに自然面は完全に除去され

た状況で、打面転移を頻繁に繰り返しながら剥片剥離を行つている。比較的平坦な打面が設定されてい

るのにもかかわらず、大部分が節理面に遮られているため、結果的に角張つた凸面の多い不定形な剥片

が剥離されている。そのため、目的的剥片の剥離作業はあまり行われておらず、石材の制約が大きな原

因だと考えられる。頭部調整などの細かな調整も見あたらず、自然面に近い部分での剥片剥離の方が効

率的に作業が行われていたと考えられる。

接合資料 2(第 22図 )

二次力日工剥片 2点 (う ち 1点は欠損したものが接合しているので、パーツの数では 3点 となる。)、

剥片 1点、石核 1点の計 5′点が接合している。①と②はもともと1枚の剥片で、主要剥離面の打面から

左側縁にかけて二次加工を施す。C類に属するものだが、何らかのアクシデントによつて分割したもの

と思われる。③は二次加工剥片で、B類に属するものである。横長剥片を素材とし、打面部分を二次加

工している。④は横長剥片で、下縁部に刃こばれ状の痕跡が観察される。③と④は剥離順序が分からな

いが、①+②より後である。⑤はC類の石核で、分割礫を素材とし、縁辺部を打面にして剥片剥離を行

う。幅広または横長剥片を目的として剥離作業が行われている。なお、この接合資料の剥離順序は①十

②→③または④→⑤である。

接合資料3(第23図 )

剥片 3点、石核 3′点の計 6点が接合している。石核からの剥片剥離がある程度進行した時点で、①と

②+③十④十⑤に分割される。①はC類に属する石核で、小型で幅広の剥片を剥離している。②と③も

C類に属する石核で、縁辺を打面として幅広の剥片を剥離している。剥片 3点は④→⑤→⑥の順で剥離

されているが、⑥はステップの残存により剥片剥離の失敗と思われる。また、⑤が剥離されるときに力

が過度に加わった等の理由で②が分離した過程が考えられる。

接合資料4(第24図上段)

剥片 3点、石核 (ま たは残核)1点の計4点が接合している。いずれも当遺跡に多い幅広の剥片が剥

離されている。②を石核縁辺から剥離したあとに打面を90度転移させて①を剥離している。さらに打面

を90度転移させて③が剥離され、C類に属する④の石核 (ま たは残核)が残される。したがつて、剥離

順序は②→①→③→④である。

接合資料 5(第 24図下段)

剥片 3点が接合している。①、②、③ともに幅広の剥片で、打点を左から右へ移動させて剥離してい

る。上部に頭都調整痕が確認される。なお、剥離順序は③→②→①である。

接合資料6(第25・ 26図 )

剥片 3点、石核 2点の計 5点が接合している。剥離状況の観察により、 2グループに分割される。グ

ループ Iは①十②+③十④、グループⅡは⑤である。グループ Iでは①、②、③の承1片 が④の石核から

剥離されているが、質の劣る剥片が剥離されている。④はB類に属するもので、下面および裏面に広面

積な打面が設定される。ところどころに階段状剥離の痕跡が見られ、剥離作業があまり進行していない

状況が窺える。一方、グループⅡではB類に属する石核⑤が見られるが、打面転移を繰り返しているに

もかかわらず、剥離作業が進行していない状況が窺える。
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接合資料7(第26図 )

剥片 1点、石核 1点の計 2点が接合している。①は幅広の剥片で、表面下部に自然面が残つている。

②の石核には明確な剥片剥離作業面が見られないが、打面は裏面からの剥離によつて形成され、単設打

面と判断してA類に分類する。なお、剥離順序は①→②である。

接合資料8(第27図 )

5点の剥片と、 1点の石核の計 6点が接合している。③の剥片が頭部調整痕を明瞭に残しながら剥離

され、そのあとに④の剥片が剥離されている。引き続き、②が剥離されているが石核調整剥片の可能性

がある。②の剥離後に①が剥離されるが、力が下に抜けきれず階段状を呈する。そのあとに⑤が剥離さ

れる。以上 5′点のユ1片 は石核⑥の打ヶ点を左右に変えながら剥離作業を進行させている。そして⑥の石核

は縁辺を打面として剥離作業を行っている。なお、剥離順序は③→④→②→①→⑤→⑥である。
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【遺物について】

ナイフ形石器 (第 28図 )

91～ 93は Att bに 属するものである。いずれも打面と対峙する縁辺にブランティングが施される。特

にブランティングは背面および主要剥離面からの承1離が行われる。91の右側面基部には連続した細長い

剥離痕が確認 され、その結果縁辺部が湾曲している。石材は 3′点とも流紋岩を使用している。

尖頭器 (第 28図 )

94は槍先形尖頭器である。石材の制約なのか、加工が全体的に粗雑で未製品の可能性もある。中央よ

りやや上に意識的な挟 りを作 り出し、先端部は尖頭状を呈する。石材はホルンフェルスと考えられる。

95は剥片尖頭器である。素材・成形など一般的な剥片尖頭器に比ベイレギュラーな感がある。素材は

幅広で寸詰まりな剥片を利用 してお り、特徴的な挟 りのある基部を作 り出しているものの打面が消失 し

ている。また、刃部と基部の長さが 111の比率であることも特徴の 1つである。石材はホルンフェル

スである。

台形石器 (第 28図 )

96～ 99は いずれもA類に属するものである。縦長もしくは不定形な剥片の両端を折断することで側面

を形成 している。その側面は主要剥離面からの細かい剥離によつて調整されている。石材は4点 とも流

紋岩である。

二次加工剥片 (第 23・ 29図 )

100。 101は A類に属するもので、いずれも縦長剥片を素材 とし、左側縁に二次加工を施す。石材はい

ずれも流紋岩である。

102・ 103は B類に属するものである。102は横長剥片を素材 とし、打面部に二次加工を施す。表面に

は自然面が大きく残る。石材は103は厚みのある横長剥片を素材 とし、下部に折断面がみられる。打面

側の縁辺に二次加工を施 している。なお、石材は102・ 103と もに流紋岩である。

104。 105は C類に属するものである。104は幅広の剥片を素材 とし、左側縁に二次加工を施す。105は

幅広の承1片 を素材 とし、左右両側縁に二次加工を施す。石材はいずれも流紋岩である。

使用痕剥片 (第 29図 )

106は C類に属するものである。幅広の剥片を素材 とし、下縁部に明瞭に使用痕が残る。石材は流紋

岩である。

石核 (第 29・ 30図 )

107・ 108は B類に属するものである。 107は 打面転移があまり行われておらず、上面の単剥離打面を

中心にして剥片剥離が進行 している。108も 打面転移を繰 り返 しているもので、下面の不規則な剥離は

力が完全に抜けきれず、結果的に階段状になったものと思われる。また、側面と作業面の反対の面に自

然面が大きく残る。 107・ 108と も石材は流紋岩である。

109。 110は C類に属するものである。厚みのある剥片を素材 とし、主として幅広の該1片 を目的として

剥離されている。109は残核 とい うべきものであろうか、承1離作業がかなり進行 している。 110も 同様に

残核の可能性が考えられ、裏面右上に階段状剥離の痕跡があり、スムーズな剥離作業が達成されなかっ

た状況が窺える。石材はいずれも流紋岩である。

細石核 (第 30図 )

lHは細石核である。 自然面の残存度が高く、細石核の体部調整はあまり行われていない。細石刃剥
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離作業面には4条の剥離痕が確認 され、打面は背面に向かつて傾斜 している。石材は、肉眼的観察から

熊本県桑ノ木津留産の黒曜石と考えられる。また、この細石核は形態的・技術的特徴から野岳・休場型

細石核に類似 してお り、細石器文化期においては古い様相を示すものである。

磨石 (第 31・ 32図 )

112～ 115は A類に属するものである。いずれも広く磨痕や敲打痕が残つている。112は赤変が著 しく、

115は表面中央にごく浅い窪みが確認 される。石材は115を 除いていずれも砂岩である。 115は尾鈴山酸

性岩。

116は B類に属するものである。棒状を呈する形状であるが、敲打痕は確認 されない。両面に磨痕が

残 り、石材は砂岩である。

磨石兼敲石 (第 32図 )

117～ 119は A類に属するものである。■7は下部が欠損 しているが、上面に敲打痕が明瞭に残る。H8

は全面的に磨痕が認められ、上面に敲打痕が明瞭に残る。 119は厚みのある長楕円形の礫を素材 とし、

下部に敲打痕が残る。石材はいずれも砂岩である。

石皿 (第 33・ 34図 )

120は厚みのある角張つた操を素材 とする。表裏の両面および両側面に使用面と思われる痕跡がみら

れる。121は長楕円形の円礫を素材 とする。 122も 長楕円形の円礫を素材 とし、中央部に窪みが残る。

123は扁平な角張つた操を素材 とし、中央付近が若千窪んでいる。石材はいずれも砂岩である。
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第 4章 B2区 の調査

第 1節 縄文時代の調査
B2区における縄文時代の遺構 としては集石遺構 3基が検出された。遺物 としては縄文土器17点、石

鏃 3′煮が出上した。

【遺構について】 (第 36図 )

1号集石遺構は調査区南壁付近で確認 された。試掘坑によつて一部が破壊されているため、正確な規

模は不明であるが、1.6m× 0.8mの範囲で礫が密集 して確認されている。掘 り込みは確認されなかった。

礫の総数は50′点程度で、こぶし大 (10～ 15clll)程度の円礫で構成されている。被熱が著しく破砕 してい

るものがほとんどであるが、炭化物やススの付着は見られなかった。

2号集石遺構は調査区中央よりやや北寄 りで確認 された。プランは不整形な精円形を呈し、約 0。 5m

XO.3m、 検出面からの深さ約 5 cmを 測る。30個程度の円礫を用いているが、まとまりはなく散在 して

いる。やや被熱が認められ、破砕も著しい。炭化物やススの付着は認められなかった。また、掘 り込み

は東から西に向かつて傾斜 しており、西側ではほとんど掘 り込みが確認されない。また、掘 り込み内で

の焼土や炭化物も確認されていない。南側にある大きな礫は一部に磨面が認められ、台石もしくは石皿

のような利用が想定される。

3号集石遺構は 2号集石遺構の北で確認 された。プランは精円形を呈し、約0.3m× 0.2m、 検出面か

らの深 さ約 5 clllを測る。礫は20個程度が確認 されてお り、いずれも破砕が著 しく掘 り込みから離れたと

ころに散在している。炭化物やススの付着は見られず、掘 り込みからも焼土や炭化物は確認されなかつた。

【遺物について】

(1)土器 (第 37図 )

124は斜方向に貝殻条痕文を施す深鉢の胴部である。125～ 127は 山形押型文を施す手向山式の深鉢で、

125は地文として山形押型文を施 した後に再度山形押型文を施文する。126は大ぶ りの山形押型文を斜位

に施文する。 127は 日縁部付近で、口縁部の下に山形押型文を施文する。 128～ 130は撚糸文を施す深鉢

である。128は 右撚 りの撚糸文を縦位に施文する。 129。 130は 同一個体と思われ、右撚 りの撚糸文を斜

位に施す。

131～ 138は塞ノ神式と呼ばれるもので、同一個体と思われる。地文に左撚 りの撚糸文を縦位に施 し、

その上から貝殻沈線文を施す。131は 口縁部片で口唇部に沈線文が見られる。139は横方向の条痕文を施

す深鉢の胴部片である。140は底部で、僅かに上げ底を呈する。141は試掘調査で出土したもので、手向

山式と呼ばれるものである。「く」の字状に微隆起突帯を施す。

(2)石器 (第 37図 )

B2区における縄文時代の石器 (主 にⅢ層 。Ⅲ b層)は Bl区に比べ極端に少ないものの、Bl区 と

同様に層位の安定が見られない。 したがって、ここでは石鏃についての記載にとどめておく。

石鏃

142は Att bに 属するものである。脚部に深い挟 りを作 り出し、両面ともに丁寧な調整が施 される。

石材はチャー トである。
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143は Btt aに属するものである。脚部が欠損 し調整は概ね行われているが、大雑把な感がある。石

材は砂岩である。

144お よび145は Btt bに 属するものである。144は脚部に深い袂 りを設けているが、体部調整は大雑

把である。145は先端部および両脚部が久損 しているが、おそらく脚部に深い挟 りを持つた細身の石鏃

であろう。なお、石材は144が流紋岩、145がチャー トである。
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第 2節 旧石器時代の調査

前述 したBl区 と同様に、主にⅣ層・V層 出上のものを旧石器時代に帰属する石器 として取 り扱 う。

旧石器時代の遺物は主にⅣ層とV層から出上している。傾斜地という地形的な制約もあってか、Ⅲ b・

Ⅲ層 との混在もみられるが、垂直分布 と石器の属性を検討 したところ、旧石器時代の遺物の 7～ 8割は

Ⅳ層 とV層 に分布 していることが判明した。従つて、後述の掲載図面も主にⅣ層とV層 出上の石器を採

用している。

遺物の分布は調査区北側に集中する傾向があり、石材には流紋岩を多用 している。ナイフ形石器やス

クレイパーなどの製品よりは、石核・剥片・チップといった石器製作に必関連する石器が凌駕する。後

述する接合資料もすべて流紋岩製で、製品の接合は見られなかった。

【石器出上状況】 (第 38図 )

B2区ではⅣ層が最も石器出土数が多く、その中でも2箇所の石器集中区域が確認 された。調査区全

体に石器が分布 しているが、密集 している箇所は主に調査区の北半分にみられる。なかには礫群 と分布

が一致する箇所もある。

第 1ブロック

調査区の北側に3.5m× 3.5mの範囲で集中している。石材のほとんどが流紋岩で、石器組成はナイフ

形石器 。二次加工剥片 。使用痕剥片・石核 。剥片・チップである。また、接合資料も剥片 5点 と石核 1

点が接合 している状況である。ブロック周辺には多様な石器が確認 されてお り、北東部分にはナイフ形

石器 。石核が、南西部分には三稜尖頭器・台形石器・二次加工剥片・使用痕剥片・石核・磨石 。敲石な

どがみられる。また、このブロックは調査区東壁に近接 していることもあり、ブロックの東側へ広がる

可能性も考えられる。

第 2ブロック

第 1ブロックの南側約 4mの位置に5.5m× 5,Omの範囲でまとまっている。礫群 2基が隣接 した状態

で検出され、それを重なるように石器群が分布 している。石材のほとんどが流紋岩で、石器組成は三稜

尖頭器・スクレイパー・石核・磨石・敲石・剥片・チップとい う構成である。第 1ブロックの南西部分

で確認された二稜尖頭器・台形石器 。二次加工剥片 。使用痕剥片・石核・磨石・敲石などが第 2ブロッ

クに狭まれるように分布 してお り、第 1ブロックで接合 した剥片および石核が第 2ブロックに含まれる

剥片と接合関係にあることから、第 1ブロックと第 2ブロックの間で何らかの移動があったと思われる。

さらに、第 2ブロックでは調査区南側に分布する石核および承1片が接合 してお り、その距離は約10mで

ある。石器の分布状況は調査区西壁に多く見られる傾向にあるので、さらに西側へ広がる可能性も考え

られる。
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【接合資料】

接合資料9(第40・ 41図 )

承1片 12′点と石核 1サ点の計13′点が接合している。ある程度自然面を除去して剥片剥離を進行させるもの

と思われる。まず、下面の平坦面をなす部分を打面として、打点を左から右へ移動させながら自然面を

除去している。剥離順序は②→①→⑩→③→③→⑦→⑥となる。さらに打点を裏面に移し、底面から①

を剥離し、その後連続的に②→③→④→⑤の順で剥離される。最終的に①の石核が準備され、やはり自

然面が多く残存している。打面も設けられているが、階段状に凸面が多く、剥離作業は石材の制約によ

り進行していない状況が窺える。

接合資料10(第 41図 )

3J点の剥片と1点の残核 (?)の計 4′点が接合している。求心状に剥離が進行している状況が窺える。

③→①→②の順に厚みのある不定形な剥片を剥離しており、④が残核 (?)と して最後に残つている。

石核の分類ではC類に分類される。

接合資料11(第 42図 )

剥片 7点 と石核 1点の計 8点が接合している。剥片剥離、打面再生など一連の作業工程が窺える資料

である。④→③の順序と①の順序は分からないが、④と③は自然面の完全除去を目的とするものと考え

られる。①は右方向からの剥片剥離が行われている。その後、②が打面再生剥片として剥離され、打面

と直交する縁辺に入念な頭部調整を行い、⑥十⑦の剥片が打面側から剥離されるが、何らかのアクシデ

ントによつて分割している。そして、⑤が石核下部の平坦面を打面として剥離され、最終的にA類に属

する⑥の石核が残る。

接合資料12(第 43図 )

剥片 7点 と石核 1点の計 8点が接合している。剥片剥離および打面設定の観察により、①十②+③十

④十⑤十⑥のグループ Iと ⑦十①のグループⅡの 2グループに分かれよう。前者のグループ Iは別の石

核があつたと思われるが、他の場所へ持ち出された可能性が高い。剥離順序は①→②→③→④→⑤→⑥

で、打面転移を繰り返しながら剥離作業が展開されている状況である。一方、後者のグループⅡは⑦が

石核③から承1離 されている。③は残核の可能性もある。

接合資料13(第 44図 )

剥片 2点 と石核 1点の計 3点が接合している。①の石核には表面に自然面が多く残るのに対し、裏面

は剥片剥離作業面が顕著に見られる。 2点の剥片の剥離順序は②→③で、頭部調整が残つている。

接合資料14(第 44図 下段)

剥片 3点が接合している状況である。接合状況の観察により、打面転移を繰り返しながら剥片剥離を

進行させているものと考えられる。まず、③が剥片され、打点を90度変えて①を剥離し、再び打点を③

と同じ角度に戻して②が剥離される状況である。
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【遺物について】

ナイフ形石器 (第 45図 )

146は Att aに 属するものである。縦長剥片を素材 とし、打面側を基部 とする。打面および打瘤がそ

のまま残存し、左側縁に主要剥離面からのブランティングを施す。刃部は緩やかにカーブを描いた縁辺

を利用している。石材は流紋岩である。

147は Att bに 属するものである。横長剥片を素材 とし、打面側に主要歌1離面からのブランティング

が施される。石材は流紋岩である。

148・ 149は Att cに 属するものである。148は不定形な剥片を素材 とし、左側縁に主要剥離面からの

ブランティングを施す。基部には自然面が残る。149は不定形な剥片を素材 とし、厚みのある右側縁は

鋸歯状を呈する。鋸歯状の縁辺にはさらに細かい調整が観察される。また、右側縁上部から主要剥離面

上部にかけて何らかのアクシデントによつて欠損 している。なお、石材は148・ 149と もに流紋岩である。

尖頭器 (第 45図 )

150～ 152は 三稜尖頭器である。いずれも横長剥片を素材 とし、主要剥離面からの調整を施す。 150は

基部 が折 断 され てい るが、 左右 両側 縁 は鋸 歯状 をな さず 、 直線 的 に先端へ伸 び てい る。

151は鋸歯状の縁辺を持つものの、大まかな調整が施されている。152は小型で未製品と思われる。先端

は丸みを帯び、稜上剥離はみられるものの、全体的に大雑把な感がある。なお、石材はいずれも流紋岩

である。

台形石器 (第 45図 )

153は B類に属するものである。刃部が器体長軸に対して斜行するもので、主要剥離面からの調整が

両側縁に施される。石材は流紋岩である。

サイ ド・スクレイパー (第 45図 )

154は分類に迷 うものであるが、サイ ド・スクレイパーとして報告する。厚みのある横長剥片を素材

とし、素材の下縁部に主要剥離面からの連続的な調整によつて刃部を鋸歯状に形成 している。また、直

線的な縁辺をなす短軸には刃こばれ状の痕跡がみられる。石材は流紋岩である。

エン ド・スクレイパー (第 45図 )

155は A類に属し、厚みのある剥片を素材 とする。下縁部に鋸歯状の刃部を作 り出している。

156・ 157は B類に属するものである。いわゆる 「ラウン ド・スクレイパー」と称されるもので、156

心状剥離が行われた石核から剥離された厚みのある剥片を素材 とし、全周の約3/4に わたつて刃部を形

成 している。157も 156と 同様の特徴が見られ、表面に自然面が残る。なお石材は 3点 とも流紋岩である。

二次加工剥片 (第 46図 )

158～ 161は A類に属するもので、縦長剥片を素材 とする。 158お よび159は左側縁下部に、160は左側

縁上部に、161は右側縁上部にそれぞれ二次加工が施される。石材はいずれも流紋岩である。

162お よび163は C類に属するもので、幅広の剥片を素材 としている。162は下縁部に、163は右側縁に

それぞれ二次加工が施 される。石材はいずれも流紋岩である。

使用痕剥片 (第 46図 )

164は A類に属し、縦長ま1片 を素材 とする。使用痕は左側縁に確認され、石材は流紋岩である。

165お よび166は B類に属するもので、幅広の剥片を素材 とする。 165は左側縁から下縁部にかけて使

用痕を残す。166は表面右半分に自然面が見られ、使用痕は左側縁から下縁部にかけて確認 される。な
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お、石材はいずれも流紋岩である。

石核 (第 47図 )

167お よび168は A類に属するものである。 167は打面調整を行いながら縦長もしくは幅広の剥片を剥

離 している状況が窺える。 168は分割牒を素材 とし、幅広のま1片 を目的として承1離 している。石核調整

はあまり行わないためか、裏面に自然面が残る。なお、石材はいずれも流紋岩である。

169は B類に属するものである。幅広の剥片を目的として剥離 してお り、頭部調整も入念である。 し

かし、剥離作業があまり進行 しておらず、自然面が大きく残つている。石材は流紋岩である。

170お よび171は C類に属するものである。 170は周辺部から中心に向かつて幅広の剥片を剥離 してい

る。剥離作業がかなり進行 してお り、残核の可能性も考えられる。171は扁平な礫を素材 とし、下半部

に幅広の剥片を剥離 した痕跡が確認される。左側面上部は節理面である。なお、石材は170が流紋岩、1

71が砂岩である。

細石核 (第 47図 )

172は細石核である。剥離作業が進行 してお り、素材については不明である。側面および裏面に自然

面が残る。打面は細石刃剥離作業面に対 し水平で、打面調整が行われている。細石刃剥離作業面には2

条の細石刃剥離痕がみられる。Bl区で出上した細石核と同様に、野岳・休場型細石核に類似する。石

材は桑ノ木津留産の黒曜石と思われる。

細石刃 (第 47図 )

173お よび174は細石刃である。173は完形、174は下半分が久損 している。なお、石材はいずれも桑ノ

木津留産の黒曜石と思われる。

磨石 (第 48図 )

175お よび176は A類に属するものである。 175は扁平な円換を素材 とし、両面ともに磨痕が観察され

る。 176は厚みのある角張った礫を素材 とし、隅丸方形 とい うべき形状を呈する。両面ともに磨痕が観

察される。なお、石材はいずれも砂岩である。

敲石 (第 48図 )

177お よび178は B類に属するものである。177は上下両面に敲打痕が細密に確認 される。178は下面に

散在 した状況で敲打痕が確認される。なお、石材はいずれも砂岩である。

磨石兼敲石 (第 48図 )

179は A類に属するものである。精円形に近い形状を呈し、下面に敲打痕が確認 されるが、やや風化

している。さらに、表面および右側面に磨痕がみられる。石材は砂岩である。

石皿 (第48図 )

180は石皿である。角張った礫を素材 とし、中央部は緩やかに窪んでいる。また、随所に敲打痕が確

認される。石材は砂岩である。
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146～ 149 ナイフ形石器
150～ 152 三稜尖頭器

153 台形石器
154 サイ ド・スクレイパー

155～ 157 ラウンド・スクレイパー
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第 5章 自然科学分析

第 1節 火山灰分析

1.は じめに

宮崎県中南部に分布する後期更新世以降に形成された地層の中には、姶良、鬼界、阿蘇などのカルデ

ラ火山や、桜島や霧島などの成層火山に由来するテフラ (火 山砕屑物、いわゆる火山灰)カミ数多く認め

られる。テフラの中には、噴出年代が明らかにされている指標テフラがあり、これらとの層位関係を遺

跡で求めることで、遺構の構築年代や遺物包含層の堆積年代を知ることができるようになつている。

そこで宮崎市垂水第 2遺跡においても、土層や遺構などの層位や年代を明らかにするために、地質調

査、火山ガラス比分析、屈折率測定を行い、指標テフラの検出同定を試みることになった。調査分析の

対象 となった地点は、Alト レンチ、A6ト レンチ、B2区東壁、B2区試掘坑、Bl区東壁の 5地点

である。

2.土層の層序

(1)Alト レンチ

Alト レンチでは、亜円礫層 (礫の最大径89111111)の上位に、下位より橙褐色軽石混 じりで黄色がかっ

た褐色土 (層厚14cm,軽石の最大径 3 11ull)、 灰色がかった掲色土 (層厚28cm)、 灰褐色土 (層厚 16cm)、

黄色軽石混 じり暗灰褐色土 (層厚 13cIIl、 軽石の最大径 2 11ull)、 若千色調が暗い灰褐色土 (層厚25cm)、 暗

灰褐色土 (層厚 1lcm)、 暗灰色作土 (層厚22clll)が認められる (図 1)。

(2)A6ト レンチ

A6ト レンチでは、下位より若干色調が暗い灰褐色土 (層厚24cm)、 黄色軽石混 じり暗灰褐色土 (層

厚25cm、 軽石の最大径 2 11ull)、 暗灰褐色土 (層厚 18clll)、 褐色土ブロックを多く含む灰褐色土 (層厚14cm)、

黒灰褐色土 (層厚 17cm)、 黄色軽石混 じり黒色土 (層厚 12cm、 軽石の最大径 2 11ull)、 成層 したテフラ層

(層厚13cm)、 灰褐色土 (層厚15cm)、 褐色土 (層厚 18clll)、 暗灰色作土 (層厚22cm)が認められる (図 2)。

これらのうち、成層 したテフラ層は、下部の火山豆石混じり黄色細粒軽石層 (層厚 2 cm,軽石の最大

径 4 11ull、 火山豆石の最大径 2 11ull)と 、上部の黄橙色細粒火山灰層 (層厚 1 lclll)か らなる。このテフラ層

については、層相から約6,300年前
*1に

南九州の鬼界カルデラから噴出した鬼界アカホヤ火山灰 (K Ah、

町田 。新井、1978)に 同定される。また、その下位の上層中に含まれる黄色軽石については、K Ahよ り

下位にある桜島嫁坂軽石 (Sz Ym、 早田、1997)な ど、桜島火山起源のテフラに由来する可能性がある。

(3)B2区東壁

B2区東壁では、下位より褐色土 (層厚 5 cm以 上)、 旧石器時代 と推定されている礫群、若干色調が

暗い灰色土ブロック (試料15')混 じり灰褐色土 (層厚23cm)、 灰色がかった黄褐色土 (層厚 15cm)、 灰

褐色土 (層厚 1 lcIIl)、 暗灰褐色土 (層厚 7 cIIl)、 黄色軽石混じり黒褐色土 (層厚 9 clll、 軽石の最大径 9 11ull)、

成層 したテフラ層 (層厚14cm)、 暗灰褐色表土 (層厚 14clll)が 認められる (図 3)。

これらのうち成層したテフラ層は、下部の火山豆石混 じり黄色軽石層 (層厚 l cm、 軽石の最大径 5 11ull、

火山豆石の最大径 3 11Lll)と 、上部の黄橙色細粒火山灰層 (層厚 13clll)か らなる。このテフラ層は、層相

からK Ahに同定される。また、その下位の上層中に含まれる黄色軽石については、K Ahよ り下位にある
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Sz Ymな ど、桜島火山起源のテフラに由来する可能性がある。

(4)B2区試掘坑

B2区試掘坑では、灰色砂層 (層厚35clll)の上位に、下位より橙色土 (層厚 17clll)、 褐色土 (層厚 15

cm)、 若千色調が暗い褐色土 (層厚 8 cm)が 認められる (図 4)。

(5)Bl区 東壁

Bl区東壁では、下位より褐色土 (層厚 6 cIIl)、 橙色細粒火山灰層ブロックを含む暗灰褐色土 (層厚

13cm)、 黒褐色土 (層厚 12cIII)、 黄橙色細粒火山灰層 (層厚 19clll)、 暗灰褐色土 (層厚 9 cIIl)が認められ

る (図 5)。

これ らのうち、黄橙色細粒火山灰層については、層相からKユhに 同定される。

3.火山ガラス比分析

(1)分析試料と分析方法

Alト レンチ、A6ト レンチ、B2区東壁、B2区試掘坑、Bl区東壁の 5地点において、基本的に

厚さ 5 cmご とに設定採取された試料のうち、26ヶ点を対象に火山ガラス比分析を行い、火山ガラスで特徴

づけられるテフラの降灰層準の把握を試みた。分析の手順は次の通 りである。

1)試料10gを秤量。

2)超音波洗浄により泥分を除去。

3)80℃で恒温乾燥。

4)分析箭により1/4-1/811ullの 粒子を箭別。

5)偏光顕微鏡下で250粒子を観察 し、火山ガラスの色調形態別比率を求める。

(2)分析結果

Alト レンチ、A6ト レンチ、B2区東壁、B2区試掘坑、Bl区東壁における火山ガラス比ダイヤ

グラムを、図 6～ 10に示す。また火山ガラス比分析結果の内訳を、表 1に示す。Alト レンチでは、い

ずれの試料にも無色透明や淡褐色のバブル型ガラスが認められた。試料10に は、分厚い中間型ガラス

(0.8%)や軽石型ガラス (0,8%)も少量含まれている。

A6ト レンチでは、いずれの試料からも、無色透明のバブル型ガラスが検出された。また試料 19と 試

料15を除くいずれの試料でも、淡褐色のバブル型ガラスがごく少量ずつ認められた。試料17には、ほか

に中間型ガラス (1.2%)や軽石型ガラス (0.8%)が少量含まれている。

B2区東壁では、いずれの試料からも、無色透明のバブル型ガラスが検出された。試料 4には、ほか

に淡褐色や褐色のバブル型ガラス、繊維束状に発泡 した軽石型ガラス、中間型ガラス、スポンジ状に発

泡 した軽石型ガラスなどが少量含まれている。

B2区試掘坑では、試料 4お よび試料 2か ら、無色透明のバブル型ガラスが検出された (0.8～ 1.6%)。

Bl区東壁の試料 1には、量が多い順に、無色透明のバブル型ガラス (71.6%)、 淡褐色のバブル型ガ

ラス (5.2%)、 繊維束状に発泡した軽石型ガラス (4.4%)、 褐色のバブル型ガラス (2.0%)、 中間型ガ

ラス (0.4%)が含まれている。
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T
4.屈折率測定

(1)測定試料と測定方法

土層観察や火山ガラス比分析の結果より、テフラの降灰層準がある可能性が考えられたAlト レンチ

の試料20、 A6ト レンチの試料 9、 B2区東壁の試料 17、 B2区東壁の試料15'の 4′点について、 日本

列島とその周辺のテフラ・カタログ作成にも利用された温度一定型屈折率測定法 (新井、1972、 1993)

により、テフラ粒子の屈折率の測定を試みた。

(2)測定結果

屈折率の測定結果を表 2に示す。Alト レンチの試料20に含まれる火山ガラスの屈折率 (n)は、1.499

1.501である。また重鉱物としては、斜方輝石 とごく少量の単斜輝石が含まれている。斜方輝石の屈折

率 (γ )は、1.7101.722で ある。この試料には、ほかに高温型石英が多く含まれている。A6ト レン

チの試料 9に含まれる火山ガラスの屈折率 (n)は 、1,4981.501である。重鉱物としては、斜方輝石や

単斜輝石が含まれている。斜方輝石の屈折率 (γ )は、1.7061.712である。

B2区東壁の試料17に含まれる火山ガラスの屈折率 (n)は、1.4981.501(m odal range:1.499

1.500)で ある。重鉱物 としては、斜方輝石や単斜輝石が含まれている。斜方輝石の屈折率 (γ )は、

1.705-1.709で ある。B2区東壁の試料15'に含まれる火山ガラスの屈折率 (n)′ま1.498-1.501(m odal

range:1.499-1.500)で ある。重鉱物としては斜方輝石や単斜輝石が含まれている。斜方輝石の屈折率

(γ )は、1.705-1.707で ある。

5.考  察

Alト レンチの試料20に含まれる火山ガラスは、その形態や色調さらに屈折率などから約2.4～2.5万

年前
半1に

姶良カルデラから噴出した姶良Tn火山灰 (AT、 町田 '新井、1976、 1992、 松本ほか、1987、 村

山ほか、1993、 池田ほか、1995)に 由来すると思われる。斜方輝石については、その屈折率などから、

最近、約 5万年前とも推定されている霧島イフオコシテフラ (Kr lw、 遠藤ほか、1962、 町田 。新井、

1992、 奥野ほか、2000)、 約 6万年前を遡る可能性
*2も

考えられている姶良岩戸テフラ (A Iw、 町田、

1977、 Nagaoka,1988、 長岡ほか、2001)、 その上位の約 3万年前
半1に

姶良カルデラから噴出した姶良大

塚テフラ (A Ot、 長岡、1984、 町田 。新井、 1992、 奥野ほか、2000、 長岡ほか、2001)、 約2.65万年

前
半1の

姶良深港テフラ (A Fm、 Nagaoka、 1988、 町田 。新井、1992、 奥野ほか、2000、 長岡ほか、2001)

などに由来する可能性が高い。 とくに多く含まれる高温型石英は、A Iwに 由来するように思われる。以

上のことから、試料20付近の土層は、AT混 じりの土層中に、より古いテフラ粒子が混在 していると推定

されよう。

試料10や試料 8については、形態や色調からATに 由来すると考えられるテフラ粒子が混在 してお り、

ATよ り上位にあると考えられる。 したがつて、これらの試料に含まれる軽石については、約1.4～ 1.6万

年前
半1に

霧島火山から噴出した霧島小林軽石 (Kr Kb、 伊田ほか、1956、 町田・新井、1992、 早田、1997)

に由来すると考えられる。

A6ト レンチの試料 9に含まれる火山ガラスの多くは、その形態や色調からATに由来すると考えられ

る。 しかしながら、斜方輝石については、その屈折率から約1.1万年前
*1に

桜島火山から噴出した桜島

薩摩テフラ (Sz S、 小林、1986)に 由来すると考えられる。ごくわずかながら、この試料にスポンジ状

に発泡した軽石型ガラスがより多く見えることも、このことを支持 しているようにみえる。なお、本地
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点で認められた土層は、いずれも含まれる火山ガラスの特徴からATよ り上位の上層と考えられる。この

ことから、試料20～ 16が採取された土層中に含まれる黄色軽石については、Kr Kbに 由来すると考えら

れる。

B2区東壁の礫群の下位の試料17や、上位の試料15'に含まれる火山ガラスは、火山ガラスの形態や

色調、さらに屈折率などから、ATに由来すると考えられる。また斜方輝石については、その屈折率から

Kr Kbに 由来する可能性が高いように思われる。 したがつて、礫群は少なくともATよ り上位で、Kr Kb混

じりの上層中に層位があると考えられる。礫群がATよ り上位にあることは、B2区試掘坑における操群

の下位の火山ガラス比分析の結果からも支持される。なお、Bl区東壁でK Ahの下位の土層中から検出

された火山灰層のブロックについては、含まれる火山ガラスの色調や形態などから、K Ahと 考えられる。

何らかの攪舌しにより、下位の上層中に混入 したものであろう。

6 まとめ

垂水第 2遺跡において、地質調査を行つて土層層序を記載するとともに、火山ガラス比分析 と屈折率

測定を行つた。その結果、下位より姶良岩戸テフラ (A Iw、 約 6万年前)と その上位の姶良火山起源の

テフラ群、霧島イフオコシテフラ (Kr lw、 約 5万年前 ?)、 姶良Tn火山灰 (AT、 約2.4～2.5万年前
*1)、

霧島小林軽石 (Kr Kb、 約1.4～ 1.6万年前
*1)、

桜島薩摩テフラ (Sz― S、 約1.4～ 1.6万年前
半1)、

鬼界ア

カホヤ火山灰 (K Ah、 約6,300年前
*1)な

どに由来するテフラ層やテフラ粒子を検出することができた。

礫群については、少なくともATよ り上位で、さらにKr―Kbよ り上位にある可能性も考えられる。

*1 
放射性炭素 (望C)年代。

*2 
最近行われた熱ル ミネッセンス (TL)年代測定の結果は3.96± 0.6万年前であるらしい

(山下ほか、2002)
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表 1 火山ガラス比分析結果
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数字は粒子数。

bv:バブル型,md:中 間型,pm:軽石型,cl:透明,pb:淡褐色,br:褐色

sp:ス ポンジ状,fb i繊維束状 .

表 2 屈折率測定結果

地 ′点 試料 火 山ガラス (n) 重 鉱 物 斜方輝石 (γ ) 角閃石 (n2)

Alト レ ン チ 20 1.499--1.501 opx,(cpx) 1.710-1.722

A6ト レンチ 9 1.498--1,501 opx,>cpx 1.706-1.712

B2区 東 壁 1.498-1.501(1.499-1.500) opx,>cpx 1.705-1,707

B2区 東 壁 17 1.498-1.501(1.499-1.500) opx,>cpx 1,705-1.709

屈折率の測定は,

rangeを示す。opx

温度一定型屈折率沢J定法 (新井,1972,1993)

:斜方輝石,cpx:単斜輝石.重鉱物の0は ,

による.(  )イま,m Odal

量が少ないことを示す .
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図 l Alト レンチの上層柱状図
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第 2節 B2区 から出土した球状物質について

1.は じめに

垂水第 2遺跡の発掘調査では、姶良Tn火山灰 (AT、 約2.4～2.5万年前)の上位付近から白色の球状物

質 (直径 1～ 4 clll程 度)が多数検出された。この球状物質は内部に黒褐色の物質が取り込まれてお り、

あたかも餡入 り鰻頭のように見える。

この球状物質は、鰻頭石 (ま んじゅう石)、 ギブス石 (Gibbsite)、 一色豆などと呼ばれるものであり、

火山灰層と粘土層 との境に多く産するといわれる。地学的に特異なものであり、山梨県では県天然記念

物になつている。ここでは、この球状物質の特徴を調べるために、蛍光X線分析および植物珪酸体分析

を行った。

2 蛍光 X線分析

(1)分析方法

エネルギー分散型蛍光X線分析システム (日 本電子棚製,」SX3201)を用いて、元素の同定およびファ

ンダメンタルパラメータ法 (FP法)に よる定量分析を行った。以下に分析の手順を示す。

1)試料を絶乾 (105℃ 。24時間)

2)絶乾後、分析装置の固定試料ステージに固定

3)浪1定時間300秒、照射径2011ull、 電圧30keV、 試料室内真空の条件で浪1定

(2)結果および考察

分析の結果、球状物質外側の白色部分では、アル ミニウム (A1203)の含量が41.4%、 珪酸 (S102)

が52.7%、 鉄 (Fe203)が 4.4%、 マンガン (MnO)が0.1%で あり、アル ミニウムと珪酸で94。 1%を 占め

ている。球状物質内部の黒褐色部分では、鉄 (Fe203)の含量が30.8%、 珪素 (Si02)が 28.3%、 アル

ミユウム (A1203)が 28.1%、 マンガン (MnO)が 11.2%であり、おもに鉄 とマンガンが集積 したもの

であることが分かる。

3.植物珪酸体分析

(1)分析法

植物珪酸体の抽出と定量は、ガラスビーズ法 (藤原,1976)を用いて、次の手順で行つた。

1)試料を105℃ で24時間乾燥 (絶乾)

2)試 料約 lgに 対 し直径約 40μ mの ガ ラス ビーズを約 0.02g添 加 (電 子分析天秤 によ り

0.lmgの精度で秤量)

3)電気炉灰化法 (550℃・ 6時間)に よる脱有機物処理

4)超音波水中照射 (300W・ 42KHz・ 10分間)に よる分散

5)沈底法による20μ m以下の微粒子除去

6)封入剤 (オイキット)中に分散 してプレパラー ト作成

7)検鏡 。計数
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偉)結果および考察
―

分析の結果、球状物1質外側の自色部分および内部の黒褐色部分では、植1物珪酸体はまつたく1検出され

な
―
かつた。こ|の ことからi球状物質

―
は単純―に月閣の上壌が回イとしたも|のではないことが分かる.。

4.まとめ

始良t哄山灰 ΥI、 約2.4-2.5万年前)の上位持近から検出された白色の球 物賓は、餞襄石 (ま .ん

じゅう石)やギブス有
―
lGibboito)な どと呼ばれる特1柔なものであり、外側の白色部分はおもにアルミ

‐タムーと輩酸、内部の黒褥色部分はおもに鉄とマンiガンから構成されている。
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第 6章 まとめ

今回の調査においては、主に旧石器時代から縄文時代早期の資料を得ることが出来た。

A区においては調査面積の制限から、B区ほどの成果は得 られなかったものの、集石遺構 2基 と石鏃、

石核などが確認された。

B区については、便宜上Bl区・B2区と分けているが、一連のものとして調査を行 うことができ、

なおかつ道路拡張とい う制限がなく、広範囲な調査が可能であれば、もう少 し良好な接合資料やブロッ

クの分布などが見えてきたと思われる。

さらにB区においてはBl区・B2区ともに層位横転が確認 され、特にBl区においては調査区の中

央からやや南にかなり大きい層位横転が認められた。また、そこから出上した遺物も接合資料となって

おり、良好な状態で出土していれば市内の旧石器時代の資料としてはかなり有効な資料になったことと

思われる。 しかしながらBl区においては集石遺構 4基、焼土を含む土坑が 2基検出されるなど、今回

の調査では最も資料に恵まれた地区だと考えている。

B2区においては、Ⅲ b層から下、特にⅣ層の堆積状況はあまりよい状況とは言えず、V層の下がAT

の水成層になることから、一度水害などを被った可能性がある。 しかしながら、集石遺構 3基をはじめ

として特に旧石器時代の資料に恵まれた。

またこれは今回の調査区全体に言えることだが、土壌改良等によつて旧地形をほとんどとどめていな

いことが言える。特にB2区の北側においてはAT直上まで削平されてお り、現在では平坦面になつてい

る部分においても、元は垂水公園から延びる丘陵の続きであつたと考えられる。Alト レンチにおいて

もアカホヤ下の黒色土 (縄文時代遺物包含層)んミほとんど削平されていたため、現在畑として利用され

ている平坦面はもともとの地形ではなく、後世の開墾によつて作られた平坦面だと言えよう。

最後に各時代の成果を記述 し、まとめとしたい。

【縄文時代について】

縄文土器の資料数は少なく、すべて縄文時代早期に相当する遺物である。

A区から出上した遺物は前平式のものが多く、縄文時代早期においても早い時期の遺物である。A区

に最も近い小原山第 1・ 第 2遺跡においても前平式～吉田式の遺物が出土していることから、A区周辺

には縄文時代早期でも早い段階から人が住んでいたことが推察される。

Bl区においては吉田式～手向山式のものが主流になる。前述の前平式に後続する型式である。小原

山第 1遺跡においても、数点出上している。また、A区では見られなかった精円押型文を施すものが見

られるようになる。

B2区においては、Bl区で見られた押型文系の手向山式上器をはじめ、Bl区においては少数だつ

た塞ノ神式が多く見られるようになる。塞ノ神式は一般に手向山式に後続する型式と言われており、縄

文時代早期末にはB2区周辺に生活拠点があつたことが推察される。

隣接する垂水第 1遺跡においては縄文時代の遺物としては石鏃のみが出土してお り、縄文土器の出土

は見られない。おそらくB2区の北側が大規模な削平を受けていたことから、垂水第 1遺跡においても

同様の状況であつた可能性がある。また、金剛寺原第 1・ 第 2遺跡においても同様の状況であり、今回

の調査とあわせて考察することは困難である。



しかしながら、A区に比較的近い伊屋ヶ谷遺跡及び小原山第 1遺跡においては、縄文時代早期の中で

も早い段階にある前平式・吉田式の土器が多く、特に吉田式の土器が半数以上を占めている。A区 と標

高の大差のない 2つの遺跡でこのような様相が見られることは非常に興味深く、またA区 と同時期の遺

跡として考えると、縄文時代早期の早い段階ではA区 と同じくらいの標高で生活を営んでいたことが推

測できよう。

また、一般的な土器型式の編年 と垂水第 2遺跡で出土した土器を比較 してみると、縄文時代早期の中

でも早い段階では、A区周辺に生活拠点を構え、早期末にはB2区周辺に生活拠点を構えていることが

推測できる。つまり、縄文時代早期の早い段階においては、垂水公園を最高点として南へ延びる丘陵の

中腹付近に拠点を構え、時代が新 しくなると共に丘陵の上を目指 して拠点を移 し、早期末にはB2区周

辺まで丘陵を上がって、そこに生活拠点を構えたものと推察できる。

ただしBl区 とB2区については便宜上調査区を分けただけであり、また削平により旧地形が変わつ

ているため、全面的に調査すればまた異なつた様相が見えてくる可能性は否めないが、今後周辺の調査

や資料の増加を待つて、ひとつの可能性 として検討 したい。

【旧石器時代について】

垂水第 2遺跡の調査では、南側からA区・Bl区・B2区 として南北に長い調査区を設定した。その

中でも旧石器時代の遺物に恵まれたのがBl区およびB2区である。 しかし、両区に共通して言えるこ

とは縄文時代の遺物との混在も一部見られ、層位的に安定した出土状況が得られなかったことである。

旧地形がかなり起伏に富んでいたことも加味し、石器組成の検討を行った結果、旧石器時代の遺物包含

層はⅣ層およびV層 として取 り扱った。また、旧石器時代の重要な鍵層であるAT(姶 良丹沢火山灰 )

がB2区北側に水成層 としてわずかに確認されていたにとどまり、ひとまず垂水第 2遺跡の石器群の位

置付けを石器組成や剥片剥離技術等の観′点から考察していこうと思 う。

石器群に関する考察

垂水第 2遺跡では、ナイフ形石器・三稜尖頭器・槍先形尖頭器 (未製品の可含旨l■ あり)。 景1片尖頭器・

台形石器・スクレイパー・二次加工剥片 。使用痕剥片・石核・細石刃 。細石核 。磨石・敲石・磨石兼敲

石 。石皿とい う組成で出上している。近接する垂水第 1遺跡や金岡1寺原第 2遺跡においてはナイフ形石

器 。三稜尖頭器・剥片尖頭器が共伴 しているが、台形石器が伴 う例は垂水台地においては初めてのこと

であり、宮崎平野における旧石器時代の編年的位置付けを考察する上で 1つの指標になり得ると考えら

れる。近年、宮崎県埋蔵文化財センターが実施 した東九州自動車道の建設に伴 う発掘調査によって資料

数が増え、AT降灰前後の石器群の様相が明らかにされつつあるが、ナイフ形石器・三稜尖頭器・剥片

尖頭器・台形石器が共伴する遺跡 として長薗原遺跡 (佐土原町)。 上ノ原遺跡 (佐土原町)・ 下屋敷遺

跡 (佐土原町)・ 船野遺跡 (佐土原町)等が挙げられる。

長薗原遺跡ではナイフ形石器 (一側縁力日工・二側縁加工・切 り出し形・基部加工・先端加工)。 三稜

尖頭器 。剥片尖頭器・台形石器・石錐・細石刃・細石核が出土している。上ノ原遺跡ではナイフ形石器

(一側縁力日工・二側縁力日工 。切 り出し形・基部加工・先端力日工)。 三稜尖頭器・剥片尖頭器・台形石器・

石錐・細石刃 。細石核が出土している。下屋敷遺跡ではナイフ形石器 (一側縁力日工・二側縁力日工 。切 り

出し形・基部加工・先端加工)・ 三稜尖頭器・剥片尖頭器・台形石器・石錐・細石刃・細石核が出土し
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ー

ている。船野遺跡ではナイフ形石器 (一側縁加工 。二側縁加工・切 り出し形・基部加工)。 台形様石器・

尖頭器・細石刃 。細石核が出上している。

以上の遺跡から出上している石器はすべてATよ りも上位に確認 されていることから、垂水第 2遺跡

における石器群の位置付けはAT降灰後の石器群 として把握 しても大過ないであろう。

垂水第 2遺跡におけるナイフ形石器は 6点出土しており、一側縁力日工のものと二側縁加工のものに大

別される。一側縁加工のものには横長剥片を素材 としたナイフ形石器が含まれており、金剛寺原第 2遺

跡・垂水第 1遺跡・垂水公園遺跡でも同様の出土状況が確認 されている。 しかし、素材は幅広の剥片や

縦長剥片のものもあり、バ リエーションに富むものの総数が少ないだけに傾向を把握するのは難 しい。

また、垂水第 1遺跡では 「国府型」「狸谷型」「今峠型」といったナイフ形石器の時期的な出土状況を報

告しているが、そのような様相は垂水第 2遺跡では見られなかった。いずれにしろ、瀬戸内技法に関連

する横長剥片の剥離技術が垂水第 2遺跡でも展開されたことは想像に難くない。同じ宮崎市内に所在す

る堂地西遺跡においても横長剥片を素材 とした一側縁力日工のナイフ形石器が確認され、一連の石器文化

が定着 していることを示唆している。

尖頭器類に関しては、三稜尖頭器 。剥片尖頭器のほかに槍先形尖頭器 (未製品の可能性あり)カミ出土

しており特筆すべきことであろう。さらに、Bl区では剥片尖頭器 と槍先形尖頭器が台形石器 とともに

出土しているが、三稜尖頭器が 1点 も確認 されていない。 しかし、B2区では剥片尖頭器 と槍先形尖頭

器 (未製品の可能性あり)が 1点も出土しておらず、台形石器も 1点のみとい う状況であるが、三稜尖

頭器が 3点出上している。さらに、三稜尖頭器のなかには小型のものが 1点出土していることも注目す

べきであろう。この様な出土状況の違いや小型の三稜尖頭器が何を示唆するのかは根拠に乏しいが、資

料の蓄積を待つて今後の検討課題 としたい。

一方、石器組成から編年的位置付けを考察する上でスクレイパーの存在も重要である。垂水第 2遺跡

ではエンド・スクレイパー 4点が出上しており、エン ド・スクレイパーのなかでも「ラウンド・スクレ

イパー」が 2点確認 されている。総数は少ないもののエン ド・スクレイパーが卓越 しており、金剛寺原

第 1遺跡の様相に類似 している。ラウンド・スクレイパーは長菌原遺跡 。上ノ原遺跡・下屋敷遺跡・木

脇遺跡 (国富町)な どで出上しており、表面に自然面を残 した状態で下縁から側縁にかけて刃部を形成

するもので、垂水第 2遺跡のものと類似 している。

また、二次力日工剥片や使用痕剥片が比較的目立つのも特徴的で、使用する素材も縦長剥片、横長承1片、

幅広の歌1片 とい うように、バ ジエーションに富んでいる。近接する金岡1寺原第 1遺跡では二次加工剥片

や使用痕剥片がスクレイパーの数を上回る状況で、スクレイパーと同様に金剛寺原第 1遺跡の様相に類

似 している。

石器製作に重要な石器 としての石核は 3種類に分けられる。垂水第 2遺跡では幅広の剥片を多用 して

おり、大胆に厚みのある剥片を意識 して剥離しているようである。そのような様相は、流紋岩 とい う宮

崎県内で多く使用されている石材が比較的入手しやすいとい う石材環境に起因している可能性がある。

さらに垂水台地において細石核がBl区 とB2区でそれぞれ 1点ずつ出土し、いずれも野岳・休場型

細石核の特徴に類似 している。細石器文化においては古い段階に相当するが、宮崎県内で比較的多く確

認される船野型細石核は全く出上していない。同様な出土例 として下星野遺跡 (清武町)が あり、垂水

第 2遺跡のものと同様に黒曜石製である。一方、細石刃は垂水第 1遺跡において流紋岩製のものが 1点

出土しているが、垂水第 2遺跡では黒曜石製のものが 2点出土している。いずれにせよ垂水台地では細



石器文化の古い時期にも生活の営みがあつたことは想像に難 くない。

ブロックに関する考察

垂水第 2遺跡ではBl区では4箇所、B2区では 2箇所のブロックを認定した。Blでは第 1、 第 3

ブロックが礫群と分布が重なつているが、特に第 3お よび第 4ブロンクでは二次加工剥片・石核・磨石・

石皿などが含まれており、石器製作など場の活用の高さが窺い知ることができよう。ただし、チャー ト

を主体としたブロックで、流紋岩を多用する中にあつて特異な様相である。石鏃や土器が混在 している

ため、ブロック内での時期差の有無を今後検討 していかなければならないであろう。一方、第 1ブ ロッ

クでは流紋岩を主体とした石器集中状況を把握することができた。ナイフ形石器・二次加工剥片・石核・

剥片・チップが含まれ、接合関係にある石器も確認できた。おそらく石器製作に強く関わる生活空間で

あつたことを示唆するものと思われる。

B2区では調査区北半分に偏る傾向があり、ナイフ形石器などの製品も北側に出土する傾向が窺える。

第 1ブロックおよび第 2ブロックともに流紋岩を主体とした石器集中状況であり、特に第 2ブロックで

は 2基の礫群を伴つていることが大きな特徴である。三稜尖頭器をはじめ石器製作に関連する石核やそ

の道具と想定される敲石や石皿が含まれていることも加えて、おそらくB2区において中心的な生活空

間であつたと思われる。また、調査区南側では石器が著しく少なく、接合資料も確認 されず、Bl区 と

は様相を異にする。このような様相が何に起因しているのかは検証 し得なかったが、遺跡利用の一つの

あり方として注視 したい。

時間的な制約や紙面の都合上、垂水第 2遺跡の様相を深化することができなかった。 しかし、宮崎平

野あるいは宮崎県内における旧石器時代研究に深く関わる遺跡として、今後の資料の蓄積を待ちながら

垂水第 2遺跡の具体的な検証に取 り組んでいきたい。

最後に、別府大学の橘昌信教授をはじめ、鹿児島県大浦町教育委員会の雨宮瑞生氏、宮崎県埋蔵文化

財センターの藤木聡氏には多大なるご指導 。ご鞭撻をいただいた。文末ではあるが、ここに深甚なる感

謝の意を表する次第である。

また、調査にあたりご協力頂いた関係機関、寒さの厳 しい時期から春にかけて気候の変化の激 しい中

を作業に従事 していただいた作業員の皆様に、心よりお礼申し上げます。
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【表1出土土器観察表】
No 地 区 層 器  種 文   様 調   整 色    調 土 備 考

1 Al Ⅳ
深鉢

(口 縁 )

貝殻腹縁連続刺突文
内 :ナデ 内 手にぶい赤褐 211以 下の黒雲母 白色粒・茶褐色

の小礫・砂粒を含む
前平式

外 :ナ デ 外 :に ぶい赤褐

2
内 |ナ デ 内 :橙 41t以下の灰白色の小礫・砂粒を含

む
前平式

外 :貝 殻条痕 外 :にぶい黄橙

3
内 iナ デ 内 :黒褐 7m以下の赤褐色の小礫・砂粒を含

む
前平式

外 :貝 殻条痕 外 :黒褐

4 A3 皿 b
深鉢

(国 縁 )

内 :ナ デ 内 :明 褐
砂粒・石英を含む 前平式

外 :貝殻条痕・ナデ 外 :明 黄褐・灰黄褐

5 A2 Ⅳ 深鉢
内 :ナ デ 内 :黒褐 2 EI以 下の灰 白色の小礫・石英・砂

粒を含む

内面風化

前平式外 :貝殻条痕 外 :明黄褐

内 :丁寧なナデ 内 :に ぶい橙 5 5Hu以 下の褐色の小礫・2 5Hu以 下

の砂粒を含む
前平式

外 :貝殻条痕 外 :にぶい黄橙

7 A3 Ш b
内 :ナデ 内 :に ぶい黄橙 2 HI以 下の褐色の小礫・砂粒を多く

含む
外面スス付着 風化 前平式

外 :貝 殻条痕 外 :に ぶい黄橙

内 :ナデ 内 :灰貢
砂粒 を多く含む 9と 同一個体か 前平式

外 :貝 殻条痕 外 1に ぶい黄橙

Ⅳ
内 iナデ 内 :灰貢

砂粒 を多く含む
8と 同一個体か  内面風化

前平式外 :貝殻条痕 外 :にぶい黄橙

内 :ナデ 内 :にボい黄橙 3 1tu以下の灰 白色の小礫・砂粒を多

く含む
内外面風化  前平式

外 :貝殻条痕 外 :にぶい黄橙

11 A2 Ⅲ b 貝殻腹縁連続刺突文
内 :ナデ 内 :にぶい黄褐

砂粒 を含む 知覧式
外 :貝 殻条痕 外 :にぶい黄

12 A3 Ⅳ
貝殻腹縁連続刺突文

貝殻腹縁押引文

内 :丁寧なナデ 内 :にぶい黄橙 灰黄掲
砂粒・石実を含む 小牧 3Aタ イプ

外 :丁寧なナデ 外 :明黄褐・灰黄褐

A9
深鉢

(日 縁 )

楕円押型文
内 :ナデ 内 :赤褐・褐 2伽以下の褐色・ にぶい橙色の刀醸 ・

砂粒 を含む
14～ 16と 同一個体か

外 :丁寧なナデ 外 :暗赤褐・赤黒

深鉢
内 !粗いナデ 内 :赤褐・暗褐 25111以下の褐色・ にボい橙色のオ

礫・砂粒を含む

内面風化

か

13,15,16と 同一個体

外 : 外 :黒褐・褐

15
内 :粗いナデ 内 :明掲

と3,14,16と 同一個体か
外 : 外 :褐

内 :ナデ 内 :にボい赤褐
砂粒を含む 13～ 15と 同一個体か

クト| 外 :にぶい赤褐 明赤褐

17
深鉢

(底部 )

内 :ナ デ 内 :黄褐
砂粒を含む 外面風化 剥落有

外 :ナ デ 外 :に ぶい褐

試掘
深鉢

(日 縁 )

貝殻腹縁違統刺突文
内 :ナデ 内 :明 赤褐 3 dul以下の石英・黒雲母・砂粒を含

む
日唇部 に ミガキ有 り 前平式

外 !ナデ 外 :明赤褐

19 深鉢
内 :丁寧なナデ 内 :にぶい黄褐

黒雲母・石英・砂粒を含む
外 :貝殻条痕 外 :にボい黄褐

内 :丁寧なナデ 内 :にぶい黄褐
白雲母・黒雲母・石英・砂粒を含む 外面風化

外 :貝 殻条痕 外 :にぶい橙

Ⅳ
内 |ナ デ 内 :橙 3111以 下の茶褐色粒・石英・砂粒を

含む
35～ 39と 同一個体

外 :貝 殻条痕・ ナデ 外 :橙

内 内 :橙
黒雲母・石英・砂粒を含む 3486～ 39と 同一個体

外 :貝殻条痕・ナデ 外 :橙

内 :ナ デ 内 〔橙 2111以 下の灰自粒・石英・砂粒を含
む

内外面 ともに剥落あり

343537～ 39と 同一個体外 :ナデ・貝殺条痕 外 :橙

内 :不 明 内 :橙 2 1ul以 下の褐色粒・黒雲母・石英・

砂粒を含む

内面剥 落  34～ 363839と 同一

個体外 :貝殻条痕・ナデ 外 :橙

内 :ナ デ 内 :にぶい黄橙
黒雲母・石英 砂移を含む 34～ 3739と 同一個体

外 :貝 殻条痕 外 :明黄褐

内 :不 明 内 :浅黄橙
石英・砂粒を含む 34～ 38と 同一個体

外 :貝 殻条痕・ナデ 外 :橙

深鉢

(日 縁 )

貝殻腹縁連続刺突文

貝殻腹縁連続押引文

内 :ナ デ 内 :に ぶい褐 4 dul以 下の明褐色粒・黒色粒  211
以下の石英を含む

口唇部 に工具等 による連続刻 目

外 | 外 :黒褐 ・暗褐 有 吉田式

Ш
深鉢

(口 縁 )

楕円押型文
内 :ナ デ 内 :にぶい橙

黒雲母  白雲母・砂粒 を含む
無文部はナデ消 し 42～ 44と 同

一個体か外 : 外 :に ぶい橙

Ⅳ
深鉢

(日 縁 )

内 :ナ デ 内 :にぶい橙
211以 下の黒雲母・砂粒を含む 414344と 同一固体か

外 :ナデ 外 :に ぶい橙

深 鉢
内 :ナ デ 内 :に ぶい橙 3 alll以下の黒雲母・ 2 DIa以下の灰 自

色粒・砂粒を含む
414244と 同一個体カ

外 :ナデ 外 :に ぶい赤褐

Ⅲ
深鉢

(口 縁 )

内 :ナデ 内 :にぶい橙
黒雲母・砂粒を含む 41～ 43と 同一個体か

外 :ナデ 外 :橙

コIb 深鉢
内 :ナデ 内 :にぶい赤褐

2 Dlll以下の金雲母 ・砂粒 を含む 短技回転文
クト: 外 :にぶい赤褐

Ш 山形押型文
内 :ナデ 内 :にぶい黄橙 3 abl以下の褐色粒・ l DI以 下の黒雲

母・砂粒を含む

内面工具痕有 4950と 同一個

体クト| 外 :橙

Ⅲ b
内 :ナ デ 内 :にぶい黄橙 2 5Elal以 下の褐色小礫  2 Eul以 下の

砂粒を含む
手向山式 ?

外 外 :浅黄橙

Ⅲ
内 〔ナデ 内 :に ぶい黄橙

l lul以 下の黒雲母・砂粒を含む
外面の山形押型文を一部ナデ消

し外 i 外 :橙

Ⅲ b
深鉢

(底部 )

内 〔ナデ 内 |にぶい黄橙 3 1ul以下の褐色粒 ・ l DIl以下の黒雲

母・砂粒 を含む

外面底都付近の山形押型文をナ

デ消 し 4650と 同一個体外 | 外 :に ぶい橙

Ш 深 鋏
内 :ナ デ 内 :にぶい褐 3 11u l以下の褐色粒・ 211以 下の黒雲

母・砂粒を含む
4649と 同一個体

外 :ナ デ クト:縛



hlo 地 区 層 器  種 文   様 調   整 色   調 土 備 考

51 Ш
深鉢

(口 縁 )

微隆起突帯文
内 :ナデ 内 1橙

石英 砂粒を含む 日唇部にナデを施す
外 : 外 :橙

Ⅳ

内 |ナデ 内 :橙
石英・砂粒を含む 日唇部 の剥落著 しい 手向山式

外 :ナデ 外 :橙

皿 b
内 :ナデ 内 :浅黄

黒雲母・石英・砂粒を含む 手向山式
外 :ナデ 外 :浅黄

Ⅳ 深鉢
内 :ナデ 内 :に ぶい黄 311以下の自色小礫・石英・黒雲母・

砂粒 を含む
外面に赤彩あり 手向山式

外 :ナデ 外 :浅黄

皿 撚糸文
内 |ナデ 内 :にぶい赤褐

1 5Hul以下の自色粒を含む
撚糸部分に擦 り消 し有 塞ノ神

or平権式 ?56と 同一個体かタト: 外 :に ぶい橙

内 :ナ デ 内 :にぶい赤褐 3111以 下の自色小礫・褐色砂粒を含

む

塞ノ神or平権式 ? 撚糸部分に

擦 り消 し有 55と 同一個徳か外 : 外 :に ぶい橙

内 :ナデ 内 :に ぶい褐
lul以 下の黒色粒・砂粒を含む 58と 同一個体カ

外 : 外 :橙

BIb
内 :ナデ 内 :に ぶい貢褐

l ndl以 下の黒色粒・砂粒を含む 内面剥落有 57と 同一個体か
タト! 外 :橙

内 :粗いナブ 内 1明 褐 311d以 下の褐色粒・ 2Hl以 下の透明

粒・砂粒を含む
内面剥落が著 しヽ

外 : 外 :橙

内 :ナデ 内 :にぶい黄橙 3 1cl以下の乳 白色砂礫・ 2 nlI以 下の

砂粒を含む

内面に工具による調整痕

塞ノ神式 ?外 外 :橙

Ⅳ

内 :ナデ 内 :にぶい黄橙
石英・砂粒 を含む 内外面 ともに剥落有

外 :ナデ 外 :に ぶい黄橙

Ⅲ

文

文

線

糸

沈

撚

内 :ナデ 内 :明 黄褐 1 4ul以下の黒色粒・ 自雲母・砂粒を

含む
塞ノ神式

外 : 外 :にぶい東橙

深鉢

(口 縁 )

沈線文

押圧刻 目

内 :貝殻条痕 ナデ 内 :にぶい☆橙
黒雲母・ 自雲母・砂粒を含む 口唇部に押圧刻 目有 塞ノ神式?

タト: 外 :にぶい黄橙

Ш b 深鉢
内 :ナデ 内 :にぶい橙

2 Hul以 下の赤褐色・乳 白色粒を含む
外 :粗いナデ 外 :にぶい橙

Ⅳ

内 :ナデ 内 :黄灰 2 EUl以 下の赤褐色糧・ 1 51ul以 下の

黄褐色粒を含む外 :丁寧なナデ 外 :暗灰黄・浅黄

Ш
深鉢

(口 縁 )

内 :ナ デ 内 :に ぶい黄橙 橙
石英・ 白雲母 砂粒を含む

外面一部黒変 外面未貫通の補

修孔あり 67～ 69と 同一個体外 :ナ デ 外 :黄褐・灰

皿 b
内 :粗いナデ 内 :にぶい黄橙

砂粒 を含む 666869と 同一個体
外 !粗いナデ 外 :に ぶい貢橙

皿 b 深鉢
内 :ナデ 内 :黄橙・赤褐

石英・ 自雲母・砂粒を含む
外面に一部黒変 666769と 同

一個体外 :ナデ 外 :黄橙・橙

Ⅳ
内 :ナデ 内 :褐・黄橙

白雲母・砂粒を含む 外面に黒変 66～ 68と 同一個体
外 :ナ デ 外 :赤褐・褐灰

B2 Ⅲ
内 :ナデ 内 |にぶい黄橙 3 1ul以 下の灰 自色粒・ 15H」l以 下の

黒雲母を含む外 :貝殻条痕・ナデ 外 :にぶい貴橙

山形押型文
内 :ナデ 内 !灰褐 2al以下の赤褐色粒 。1 5all以 下の

乳白色紅を含む
手 向山式 ?

外 : 外 :に ぶい赤褐

コIb
内 :丁寧なナデ 内 :橙

白雲母 と細かい黒色粒を多く含む 手向山式 ?
外 : 外 :に ぶい橙

127 皿
内 :丁寧なナデ 内 :に ぶい橙 8 Eldl以下の灰色粒・ 211以 下の黒色

粒を含む
手向山式 ?

外 外 :橙

撚 糸文
内 :ナデ 内 :に ぶい褐

3 1ul以下の乳 自色粒 を含 む
外 : 外 :に ぶい橙

Illb

内 :不明 内 :灰褐 l ul以 下の自色粗 と自雲母・石英を

含む

内面風化著 しい

130と 同一個体タト: 外 :に ぶい褐

内 :不 明 内 :灰褐 l Eul以下の 自色粒 と自雲母 ・石英 を

含む

内面風化著 しい

129と 同一個体外 : 外 :明褐

皿
深鉢

(口 縁 )

沈線文
内 :ナデ 内 :浅貴

黒雲母・ 白雲母・石英・砂粒を含む
日唇部に一条沈線文有 132～
138と 同一個体 塞ノ神式外 外 :にぶい黄・浅黄

深 鉢
内 :すデ 内 :灰黄 4m以下の自灰色の小礫・黒雲母・

自雲母・石英・砂粒を含む

内面に工具痕一部有 131133
～138と 同一個体 塞ノ神式外 : 外 :に ぶい芸

Ш b
撚糸文

沈線文

内 :ナ デ 内 :灰黄 5m以下の黒色小礫 黒雲母・石英

を含む

131132134～ 138と 同一個体

塞ノ神式タト: 外 :浅黄・暗灰黄

Ш

内 :ナ デ 内 :灰黄
黒雲母・石英・砂粒を含む

131～ 133135～ 138と 同一個体

塞ノ神式外 : 外 :浅貢

内 :ナデ 内 :浅黄・灰黄 4m以下の灰・褐色のア雌 ・黒雲母・

石英を含む

131～ 134136～ 138と 同一個体

塞ノ神式外 : 外 i浅黄・黒褐

内 :ナデ 内 :黄橙・褐灰 2 dll以下の黒雲母・石英・砂粒を含
む

131～ 185137138と 同一個体
外 : 外 :黄橙・褐灰

内 :ナデ 内 :灰 2al以 下の黒雲母・石英・砂粒を含
む

131～ 136138と 同一個体
外 : 外 :浅貢・ 黒褐

内 :丁寧なナデ 内 :褐灰 3m以 下の灰褐色粒・ 2血以下の黒

雲母 を含む
131～ 187と 同一個体 塞ノ神式

タト: 外 :褐灰 ・明褐灰

内 :ナデ 内 :にぶい黄橙
l Hll以 下の粒を含む

外 :貝殻条痕 外 :褐灰・にぶい黄橙

mb
深鉢

(底部 )

内 :ナデ 内 :にぶい黄橙・灰黄褐 3 5aull以下の褐色粒 1 5Hul以 下の黒

雲母を含む外 :粗いナデ 外 :橙

試 掘 深 鉢 微隆起突帯文
内 :ナ デ 内 :に ぶい橙 ・褐

白雲母・黒雲母・砂粒 を含む 手向山式
夕に : 外 :に ぶい橙・褐灰



【表2】 出土石器計測表

No 地 区 層 位 器 種 石 材
最大長 最大幅 最大厚 量

ケ

重
く

備 考
(clll)

A3 Ⅳ 石 鏃 黒曜石 脚部わずかに欠損

IIIb 0 70 上半部欠損

A5 Ⅳ 先端部欠損断面凸レンズ形、両面に縁辺部からの調整剥離痕有

A4 Ⅲ 0 42 脚部わずかに欠損

A8 Ⅳ 流紋岩 完形品

Ⅲ b チャー ト 0 25 完形品

A2 Ⅳ 黒曜石 0 20 片方の脚部久損

A3 V 流紋岩 先端部欠損

Ⅲ b 器種不明石器 黒 曜石 0 74

0 23 0 25 脚部欠損

A9 Ⅳ 使用痕剥片 流紋岩 8 27 下部欠損,上面に自然面有

A2 磨石兼敲石 尾鈴山酸性岩 297 00 敲打痕有

試掘 石 核 流紋岩 125 00

Bl Ⅲ b 石鏃 黒曜石 15 0 32 正三 角形 を呈す る

頁岩 先端部欠損・両面に研磨痕有

Ⅳ 流紋岩 完形

チャー ト 0 30 0 29 先 端 部久 損

黒曜石 10 0 22 両脚部の先端欠損

Ⅲ b 0 25 片方の脚部欠損

Ⅳ 流紋岩 1 01 片方の脚部欠損 。未製品か?

頁岩 0 30 完形、先端部力日工粗し

黒曜 石 完 形

0 35 完形

Ⅲ 流紋岩 0 45 未製品の可能性有

チャー ト 0 40 1 25 完形

0 40

Ⅲ b ホルンフェルス 1 23 片方の脚部欠損

Ⅳ チャー ト 0 40 1 01 先端部久損

黒曜石 0 40 右側脚部先端欠損

Ⅲ b 0 20

Ⅳ 石鏃未製品 黒曜石 0 53 片方の脚部欠損

器種不明石器 流紋岩 211 欠損著 しい 。両面に細かい加工有

Ⅲ チャー ト 1 50 欠損部有

流紋岩 素材の左側を丁寧に加工

Ⅳ ナイフ形石器 左側縁に調整加工

0 90 下半分欠損、右側縁に加工有

1 35 先端部欠損、側縁力日工を施す

槍先形尖頭器 ホルンフェルス 2 70 1 50 16 78 右側上半分に加工有

剥片尖頭器 5 70 3 50 17 92 基部両側に丁寧な加工有

Ⅳ 台形石器 流紋岩

2 30 0 55 1 75

2 10 1 37

V 2 25

二次加工剥片 3 10 左側縁に二次力日工、右側に使用痕

Ⅳ 10 09 左側縁に加工有

3 80 20 49 下半分欠損、左側縁に加工有

0 75 左側縁に二次加工有

5 10 11 50 32 18 自然面残る 。周縁を加工する

V 使用痕剥片 4 15 28 84

Ⅳ 石 核 585 370 00 打面転移による剥片剥離

285 00 3方向からの承1片 剥離

W 2 70 82 11 打面転移による剥片剥離

Ⅳ 5 20 3 10 83 12 自然面残る、打面転移による剥片剥離

細石核 黒曜石 1 20 2 14 細石刃剥離面が一面残る、打面調整及び側面・背面調整はあまり行われない

磨石 砂 岩 11 35 7 90 500 00 両面に磨痕有・上下敲打痕有

360 00 両面に磨痕残る

114 10 40 8 55 475 00 片面のみ磨痕有

尾鈴山酸性岩 260 00 両面に磨痕残る

砂 岩 13 85 515 625 00 ほぼ全面に磨痕が残る

]Ib 磨石兼敲石 365 00 半分欠損

10 60 390 00 ほば全面に磨痕有・半分久損・赤変

Ⅳ 12 660 00 両面に磨痕有・上下敲打痕有

石 皿 15 40 14 90 1000 00 片面に使用面有

35 10 18 50 8 50 800 00 片面に使用面有

Ⅳ 22 80 12 95 1000 00 被熱 している

25 00 14 90 1600 00 片面に若干のくばみ有



No 地 区 層 位 器 種 石 材
最大長 最大幅 最大厚 量

ケ
重

く
備 考

(clll)

B2 Ⅲ 石 鏃 チャー ト 1 50 0 38 0 60

Ⅳ 砂岩 0 90 0 47 0 87 片方の脚部わずかに欠損

Ⅲ b 流紋岩 2 20 0 50

チャー ト 1 15 0 30 0 78 上半部及び両脚部欠損

Ⅳ ナ イ フ形 石 器 流紋岩 0 80 4 93 左側縁に加工有 。完形

5 97 一側縁力日工・先端部欠損

2 80 19 59 左側面からの調整加工

164 00 鋸歯状の刃部を持つ

三稜尖頭器 9 37 両側面に裏面から加工有

8 92 両I■l縁に裏面から加工

3 98 基部欠損、未製品

台形石器 3 50 0 95 917

サイ ド・スクレイパー 2 80 27 27 右側縁に鋸歯状の刃部

ラウンド・スクレイパー 3 85 1 50 37 31 鋸歯状の刃部を持つ

3 50 4 30 2 10 25 22 頭部調整剥離が残る

Ⅲ b 3 70 1 75 21 82 円形に近い形、自然面残る

Ⅳ 二次加工剥片 5 60 2 30 0 80 9 19 表面下部に自然面残る

4 80 2 80 0 70 8 98 下半分欠損

4 30 0 70 7 42 左側縁に使用痕有

3 50 2 40 0 70 右側上縁部に二次加工

2 80 2 63 0 82 3 96 下縁部に二次加工有

2 60 2 80 0 40 2 96 右側縁～下縁部にかけて加工有

皿 使用痕剥片 5 40 3 00 14 05

Ⅳ 4 50 5 20 1 20 25 29 左側縁～下縁部にかけて使用痕有

5 90 5 70 61 01 表面右半分に自然面残る

石 核 3 20 4 50 3 10 36 90 単設打面による剥片剥離

5 50 6 90 6 25 305 00 同一方向からの剥片剥離

5 50 7 75 6 65 210 00 同一方向からの談1片承1離

Ⅲ b 2 18 0 30 0 68 多方 面 か らの剥離

Ⅳ 砂 岩 9 90 10 50 4 00 460 00 縁辺からの剥片矛1離

細石核 黒曜 石 1 30 0 50 1 32 丁寧な打面調整

細 石 刃 1 20 0 60 010 0 07 完形

0 95 0 60 0 15 011 下部欠損

磨 石 砂 岩 10 45 8 25 3 45 420 00 両面に磨痕残る

Ⅲ b 7 30 5 95 4 05 230 00 ほぼ全面に磨痕あり

Ⅳ 敲 石 5 60 3 30 2 90 76 66 両端部に敲打痕有

21 25 5 85 3 95 810 00 磨痕も残る。敲打痕 lヶ 所

Ⅲ b 磨石兼敲石 16 30 7 10 736 00

石 皿 21 30 15 50 13 05 )500 00 両面に使用痕、一部赤変

Al 剥片 黒曜石 2 59 1 22

Ⅳ 1 28 0 30 0 62

1 54 0 59 1 44

0 68 0 16

0 84 0 46 0 30

流紋岩 1 01 0 22 0 39

一括 チャー ト 0 89 0 15

A2 Ⅲ 石 核 黒曜石 0 97

礫 (石皿 ?) 砂岩 155 00 被熱有、欠損著しし

Ⅲ b 使用痕承1片 黒 曜石 1 12 0 23

剥片 2 62 1 47 0 66

0 96 0 65 0 13

0 96 0 73 0 33

チャー ト 0 99 0 62 0 39

黒曜石 2 38 1 28 0 56

チャー ト 2 32 1 84 0 45 1 22

黒 曜 石 1 71 1 65

]Ia 0 86 0 49 0 36 下部欠損

Ⅳ 2 92 0 99 0 65

チャー ト 2 77 2 18

黒曜石 1 73 0 21

石核調整剥片or残核 2 35 0 56

剥 片 1 27 下部欠損

磨石 尾鈴山酸性岩 8 00 6 70 415 00 欠損

石 皿 (?) 砂岩 (?) 10 99 4 77 8 35 785 00 被熟有、欠損著 し�

剥 片 流紋岩 0 19

1 14 0 35

チャー ト 1 18 0 26 上部・下部 欠 損



NO 地 区 層位 器 種 石 材
最大長 最大幅 最大厚 量

＞

重

で 備 考

A2 Ⅳ 剥 片 チャー ト 0 58

0 60 0 09

1 00 0 73

礫破片 1 07 0 65

剥片 黒曜石 0 98 0 23

0 95 0 58

使 用 痕 剥 片 2 27 1 20

剥 片 1 18 0 45

礫破片 不 明 0 48 0 42

使用痕剥片 チャー ト 1 16

Ⅲ b 剥片 黒曜石 1 29 0 54 0 37 0 26

石 鏃 0 85 1 45 欠損品

石 皿 (?) 砂岩 10 90 8 06 5 32 560 00 被熱有、欠損著しし

剥片 流紋岩 0 08 0 30

0 49

A3 Ⅲ b 0 89 013
黒 曜 石 2 23 0 65 0 60 0 66

石 皿 砂 岩 6 17 6 80 2 78 180 00 欠損著し▼

礫破片 不 明 0 97 0 95 0 22 0 23

剥 片 黒 曜石 0 68 0 24 0 19

2 80 0 73 3 17

チャー ト 0 35 0 74

Ⅳ 黒曜石 0 93 0 36 0 36

Ⅲ b 1 22 1 47 0 37 0 54

磨 石 砂岩 (?) 10 35 2 76 190 00 欠損著し予

剥 片 黒曜石 0 85

チャー ト 0 82 0 85

Ⅳ 黒曜石 0 96 0 23 0 28

0 20 0 22

0 82 0 39 0 30

0 16

石核 0 63

剥 片

0 43 0 30

原 石 チャー ト 1 24 4 64

剥 片 黒 R召石 0 12 016
0 36 下部欠損

使用痕剥片 0 22 0 29

Ⅲ b 石鏃 0 30 脚部片方欠損
A4 Ⅲ 剥 片 0 77 0 16 0 16 久 損

1 94 0 57

Ш b 0 53 0 11

0 12

Ⅳ 1 54 0 36

流紋岩 0 95 0 27 0 63

0 62

0 52

0 45 0 49

0 99 3 52

黒曜石 1 16 0 59 1 78

0 16 013
0 89 0 17 0 09 下部久損

1 17

石核 0 92

一 括 剥 片 0 22

A5 Ⅲ 剥 片 ホルンフェアレス 4 89 1 27 30 00

Ⅲ b 4 87 自然面一部残る

黒 曜石 0 80 下半分欠損,欠損面に剥離痕有

調整剥片 2 39 0 30 0 77

Ⅱ 剥 片 流紋岩 0 42 欠損著 しし

A6 Ⅳ 3 50 0 63 5 35

石 皿 (?) 砂岩 (?) 5 98 6 50 210 00 欠損著 しし

A7 ]Ib 剥 片 黒 曜 石 0 83 0 59

流紋岩 2 88 1 46 0 53 312
黒 曜 石 1 37

使用痕剥片 流紋岩 310 0 76 6 52



ー

No 地 区 層位 器 種 石 材
最大長 最大幅 最大厚 量

＞

重

ぐ
備 考

A7 Ⅳ 剥 片 流紋 岩 1 91 1 07 8 46

1 67 1 81

3 08 2 86 1 48 9 13

1同
一母岩礫 6 89 5 23 3 35 107 00

一 括 剥 片 3 29 1 11 0 46 2 48

Ⅳ 礫 砂岩 10 80 6 00 620 00 被熱有、久損著しヤ

11 70 10 80 520 00

磨 石 7 55 12 40 3 10 370 00 半分欠損

礫 砂岩 (?) 7 30 2 48 105 00

A8 Ⅲ b 剥 片 黒曜石 2 36 1 24 0 64

チャー ト 3 33 2 49

1 57 0 26

Ⅳ 21 1 16 0 15

0 29 0 35 欠損部有

A9 Ⅲ b 使用痕剥片 0 78

Ⅳ 石 核 流 紋岩 5 99 7 68 2 90 130 00

剥 片 0 50 5 70

礫 砂 岩 9 74 6 87 3 86 410 00 赤 化

9 85 4 43 475 00 欠損部有

石 皿 14 30 14 40 5 60 370 00 半分欠損

15 82 7 84 820 00 欠損著しい

礫 13 55 5 20 610 00 スス付着,被熱有,破損著しし

Bl Ⅲ 剥 片 流紋岩 3 33 1 10 4 49

2 12 0 60 2 20

Ⅳ 2 20 2 00 0 40 2 48

皿 黒曜石 (姫島産) 1 76 0 45 欠損部有

磨 石 砂 岩 915 5 13 235 00 半分以上欠損

剥 片 流紋岩 3 70 2 70 17 39 打面転移による剥片剥離

2 66 2 33 0 96

石 核 5 46 5 63 2 75 92 00

剥片 3 37 2 22 0 87

3 10

黒曜石 0 94 1 39 下半分欠損

流紋岩 2 62 3 17 1 07 13 70

0 60 0 17 0 33

石核 2 82 2 92 19 61 多方面からのユ1離

二次加工剥片 1 81 1 46 1 27 下縁部に二次加工有

剥 片 チャー ト 0 09 0 10

流紋岩 0 23 0 80

石 鏃 黒曜石 1 45 0 53 先端部及び両脚部先端欠損

剥 片 チャー ト 2 66 2 69

2 63 0 75

1 66 0 43

石核 流紋岩 6 70 3 20 95 02 打面転移による剥片剥離

Ⅲ チャー ト 0 48

流紋岩 2 53 0 28

0 80 0 90 上部久損

黒曜石 0 36 0 90

皿 チャー ト 2 11 0 30 1 28

319 0 56 0 34

流紋岩 2 38 0 58 自然面残る。風化著し予

2 12 2 72 0 45

1 53

黒 曜石 221 0 77

Ⅲ b 2 62 0 57 701

Ⅲ 0 86 0 26 0 57

石 鏃 0 98 0 28 片方の脚部以外は欠損

流紋岩 0 30

1 54 0 25 0 66

0 22 0 20

0 78 0 13 0 19

チャー ト 0 25 0 27

0 87 1 15 0 13 0 10

1 10 0 68

流紋岩 2 16 0 55 1 35

1 37 0 52 0 24



No 地 区 層位 器 種 石 材
最大長 最大幅 最大厚 重 量

(g)
備 考

Bl 石 鏃 チャー ト 2 52 1 60 0 99 4 10

Ⅲ 1 57 1 36 0 30 0 68

1 76 1 27 0 31 0 80

黒曜石 1 85 2 02 0 62 2 21

チャー ト 1 87 1 33 0 42 1 19

流紋岩 2 72 1 63 0 35 1 50

1 30 1 07 0 19 0 25

1 20 1 04 0 19 0 23

2 30 2 55 0 41 1 93 先端部欠損

1 96 1 04 0 27 0 42

141 0 85 0 23 0 29

1 08 0 81 0 25 0 15

1 40 0 71 0 28 0 28

1 46 1 28 0 27 0 45

1 02 0 75 0 38 0 36

1 33 0 95 0 15 0 27

2 06 1 32 0 74 1 79

1 06 0 96 0 07 013
1 40 1 46 0 12 0 23

2 00 1 93 0 25 0 43

1 03 1 54 0 46 0 61

1 55 0 70 0 25 0 23 片方の脚部完全に久損

永1片 3 30 3 02 1 50 11 72

チャー ト 1 72 1 26 0 35 0 79

0 97 0 22 0 32

1 02 0 68 0 12 0 08

2 46 1 10 0 38 1 08

2 04 1 64 0 27 0 95

1 30 1 43 0 22 0 56

2 12 1 10 0 38 0 93

1 40 0 79 0 17 0 24

1 38 1 63 0 19 0 71

流紋岩 2 58 2 58 0 63 5 32

チャー ト 2 39 2 26 0 88 4 17

1 43 1 79 0 28 0 93

流紋岩 2 00 3 90 1 46 12 20

1 55 1 78 1 06 3 50

チャー ト 1 20 111 0 12 0 19

流紋岩 4 37 2 97 0 95 11 75

2 88 1 99 1 20 5 66

1 68 081 0 55 0 80

0 90 1 12 0 36 0 30

1 17 1 19 0 33 0 34

3 86 2 38 0 90 8 73

残核 2 60 3 30 2 56 20 97

剥 片 1 20 0 92 0 19 0 34

6 57 3 87 31 97

3 89 1 13 7 65

石鏃 3 15 2 52 13 21

3 22 2 03 10 01

剥 片 2 37 3 89 0 89 8 56

3 04 4 28 1 43 16 10

2 34 1 45 0 33 1 23

3 48 3 39 2 04 24 22

2 03 0 83 0 57 0 85 自然面残る

1 33 1 07 0 40 0 35

1 79 1 82 0 25 0 73

2 29 4 06 1 30 9 77 自然面残る

2 22 1 53 0 35 1 21

1 77 1 99 0 28 1 46

2 55 3 20 0 59 7 29

Ⅲ b 4 47 1 72 061 4 74 自然面残る

2 90 2 79 0 49 5 61

Ⅳ 4 29 2 43 0 73 10 21

Ⅲ b 2 07 1 57 0 16 0 82

2 33 1 17 0 59 1 62

1 26 0 65 0 15 0 15



NO 地 区 層位 器 種 石 材
最大長 最大幅 最大厚 重 量

(g)
考偏

(clll)

Bl Ⅲ b 剥 片 流紋岩 1 16 1 54 1 23 1 29

2 23 0 89 0 50 1 00

3 00 3 35 0 53 5 62

Ⅳ 2 69 0 59 2 73

Ⅲ b 2 31 0 33 t 38

2 47 0 64 3 67

2 29 0 31 1 22

2 45 1 20 0 30 0 72

3 75 2 84 0 93 8 22

2 55 1 86 0 28 1 58 被熱している

1 30 0 72 0 37 0 39

1 38 1 45 013 0 35

1 60 0 74 0 23 0 27

321 1 48 0 87 1 49

1 24 1 46 0 13 0 28

3 45 2 80 1 27 18 51

1 91 3 61 0 47 2 56

3 74 3 62 1 52 30 75

2 00 0 67 0 35 0 56

3 35 1 50 0 93 5 09

1 01 0 76 0 05 0 08

1 70 3 20 0 80 4 75 自然面残る

1 75 141 0 33 1 30

3 25 1 40 0 60 2 65

4 60 2 06 1 02 8 44 自然面残る

1 98 0 89 0 55 0 86

2 16 1 99 0 56 3 09

2 30 1 14 051 1 82

2 58 1 58 0 43 1 22

3 43 1 54 1 13 9 22

2 24 1 39 0 50 1 98

チャー ト 1 99 1 17 0 32 0 67

1 91 1 34 0 56 1 71

流紋岩 3 85 2 95 1 14 自然面残る

チャー ト 1 28 0 77 0 22 0 20

1 27 1 57 0 21 0 57

流紋岩 231 1 50 0 62 1 66

2 55 2 90 0 68 4 05

石 核 3 98 5 14 2 68 70 64

3 05 3 15 1 70 22 47 打面転移による剥片剥離

剥片 3 74 3 30 116 14 50

5 24 4 04 0 90 25 64 自然面残る

1 25 0 82 0 41 0 30

1 80 3 95 0 92 5 85

4 13 3 15 2 64 32 16

3 30 1 50 1 79 9 76

3 80 1 84 0 68 4 85

2 56 3 20 0 72 6 75

3 77 2 07 0 78 8 07

Ⅲ 4 73 2 69 1 06 自然面残る

Ⅲ b 2 43 0 77 0 48 0 98

チャー ト 2 13 1 11 0 37 0 60

0 85 0 69 0 12 0 09

流紋岩 1 34 1 22 0 84 1 23

チャー ト 1 65 1 22 0 26 0 55

流紋岩 3 29 2 34 0 90 9 83 自然面残る

1 13 0 82 0 11 0 12

2 16 2 13 0 23 1 36

1 40 1 73 0 33 0 74

2 23 1 59 0 25 1 54

1 49 0 90 0 27 0 38

1 34 1 13 0 15 0 14

2 06 1 57 0 50 2 21

1 48 0 88 0 23 0 23

0 82 0 61 0 09 0 05

0 69 1 19 0 17 0 07

0 68 0 96 0 15 0 09



T
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陥 地 区 層位 器 種 石 材
最大長 最大幅 最大厚 重 量

(g)
備 考

(clll)

Bl Ⅲ b 剥 片 流紋岩 1 49 0 17 0 35

2 32 1 32 8 15

チャー ト 0 70 0 15 0 12

流紋岩 0 08 0 06

チャー ト 0 32 0 57

0 17 0 40

0 50 0 88

0 07 0 37

0 22 0 60

流 紋 岩 0 21 0 28

チャー ト 0 94 021 0 22

1 23 0 75 0 13 0 10

1 83 0 70 1 25

2 34 0 53 2 23

1 67 0 45 1 04

1 21 0 18 0 26

石 鏃 黒曜石 0 90 0 58 0 16 0 11 片方の脚部のみ残る

剰 片 0 88 0 99 0 15 0 14

1 94 1 81 0 27 0 67

0 92 0 92 0 10 0 07

チャー ト 0 97 0 57 0 16 0 10

流紋岩 1 58 1 56 0 34 0 86

チャー ト 3 25 1 80 1 12 7 82

2 25 1 93 0 69 2 31

流紋岩 3 40 2 60 1 80 9 80 自然面残 る

1 35 2 66 0 43 1 35

210 2 05 0 45 1 76

黒 曜石 2 10 1 45 0 23 0 55

流紋岩 0 80 2 20 0 80 091

1 85 1 20 0 35 0 89

3 47 2 69 0 24 2 31

2 26 2 11 0 85 3 62

V 黒曜石 1 54 1 81 0 74 1 49

Ⅲ b 流紋岩 1 38 2 10 0 52 1 70

1 75 1 05 061 0 80

2 87 3 08 0 55 3 92

3 77 2 47 0 58 5 03 自然面残 る

3 01 1 96 0 84 4 87

3 18 1 99 0 42 4 32

1 01 1 45 0 16 0 35

1 07 2 10 0 18 1 20

5 35 5 96 1 93 84 72 自然面わずかに残る

1 28 1 63 0 51 1 31

黒曜石 (姫島産) 1 05 161 0 25 0 40

流紋岩 1 28 2 43 0 32 1 15

チャー ト 0 99 0 77 0 12 0 10

1 89 1 18 0 15 0 29

流紋岩 2 18 2 54 0 38 2 54 下半分欠損

2 05 2 71 0 71 6 72 自然面残る

3 21 3 76 0 42 9 25 下部欠損

1 89 3 84 113 11 72 自然面残る

2 74 2 08 0 62 3 16

1 45 2 06 0 57 2 81 自然面残る

3 12 1 66 0 55 3 15

Ⅲ b 1 37 0 78 0 19 0 14

チャー ト 0 93 061 0 08 0 06

流 紋 岩 2 30 2 75 0 56 4 35

577 2 98 1 06

2 07 1 90 0 71 7 28 自然面わずかに残る

2 52 3 09 0 96 12 11 自然面残る

2 10 1 59 0 48 1 54

4 39 3 62 1 60 27 93

3 76 3 17 1 36 20 59

Ⅲ b 石 皿 砂 岩 8 80 9 80 5 20 420 00 破損著しい 。全面に使用痕有・赤変
剥 片 1 97 0 84 031 0 51

1 72 0 75 0 48 0 52

2 39 1 22 0 90 3 47



NO 地 区 層位 器 種 石 材
最大長 最 大 幅 最大厚 重 量

(g)
備 考

(cn)

Bl ⅡIb 不明 砂岩 2 30 0 45 1 23 左半分欠損、未製品か ?

石 皿 17 30 2 6 80 1800 00 半分以上欠損

剥片 流紋岩 0 93 0 15 0 23

石 皿 砂 岩 1 35 0 22 0 35 半分欠損・一部赤変

剥 片 流紋岩 0 69 風化著 しし

チャー ト 2 26 0 38

1 11 0 15 0 14

石 皿 砂 岩 9 41 3 78 210 00

9 69 10 44 3 10 350 00 ほぼ欠損・被熱している

剥 片 流紋岩 2 55 0 40 6 89

5 72 2 03 70 15

Ⅲ b チャー ト 0 78 0 11 0 10

0 77 0 06

流紋岩 2 10 0 95 2 86 自然面残る

3 02 2 41 0 38

チャー ト 1 07 0 37

流紋岩 0 69

38 77 自然面残る

下部欠損

0 14

Ⅳ 0 83 0 19 0 16

0 75 3 09

1 47 1 77 0 46

1 44 0 12 0 12

0 56 2 67

1 89 0 28 0 56

1 42 0 72 2 79

1 66 0 17 0 66

2 27 0 40

38 80

3 35 0 76 22 14 自然面残る

磨 石 砂岩 9 95 2 70 270 00 両面に磨痕残る

剥 片 流紋岩 1 78 1 42

3 27 1 61 25 26

1 53

0 30 0 49

3 37 18 53

2 72 2 02 15 48

0 33

石 核 3 20 106 20 打面転移による剥片剥離

剥 片 0 71

5 20 37 91 自然面残る

3 06 1 67 0 35 2 50

磨石 砂 岩 10 50 3 00 870 00 一部欠損・両面に磨痕有

剥 片 流紋岩 0 92

石 皿 砂 岩 25 00 18 50 6 00 400 00 ほぼ完形

石 核 流紋岩 6 50 10 60 5 70 340 00 複数方向からのユ1片剥離

6 80 480 00

剥 片 れ紋岩 0 49 1 99 0 33 0 30

1 96

2 26 1 33 0 80

石 皿 砂 岩 11 40 15 95 4 00 080 00

27 00 24 50 13 50 1000000

剥片 流紋岩 0 35 0 46

石 皿 砂 岩 19 60 10 70 4 60 340 00

石核 流紋岩 3 0と 68 43

剥 片 チャー ト 0 13 0 19

0 21

0 23 0 88

1 17 0 16

1 18 1 22 0 17

0 87 0 27 0 26

流紋岩 2 92 20 03 自然面残る

チャー ト 0 20 0 10

2 16 l 14 0 42

2 17 0 71 2 09

イ

上
―-98-―



NO 地 区 層位 器 種 石 材
最大長 最大幅 最大厚 量

＞

重

ぐ
備 考

Bl Ⅳ 剥片 チャー ト 1 31 1 07 0 18 0 19

0 87 0 81 0 25 0 09

1 27 1 17 0 14 0 15

1 50 1 04 0 33 0 25

2 02 3 33 0 61 2 38

0 77 0 26 0 34

石核 流紋岩 2 72 1 92 9 63 打面転移による素1片ユ1離

剥片 チャー ト 1 17 0 28 0 42

流紋岩 2 34 0 88 3 81

黒曜 石 1 35 0 46 0 69

流紋岩 0 86 1 94 0 35 0 52

3 35 2 17 0 21 1 91

チャー ト 0 90 0 82 0 15 0 14

0 87 0 62 1 51

1 77 0 26 0 83

0 72 0 17 0 12

黒曜石 11 0 89 0 72 0 71

流紋 岩 2 83 1 82 0 34 2 03

チャー ト 0 87 0 80 0 18 0 10

流紋岩 2 24 9 25 1 55

チャー ト 1 27 0 27 0 45

1 26 0 17 0 23

黒曜 石 0 97 0 46 0 54

チャー ト 0 97 0 39 0 33

0 86 0 93 0 26 0 18

黒曜石 2 43 0 65 2 26

2 16 0 51 0 88

流紋岩 3 09 0 42 2 04

チャー ト 0 97 013 0 33

1 13 0 11 0 32

二次力日工剥片 0 82 0 27 0 43 右側に二次加工有

剥 片 2 44 1 66 0 27 1 80

1 02 0 62 0 0 0 12

113 0 91 2 6 0 20

1 45 0 93 0 6 0 23

0 69 1 18 0 3 0 16

0 60 1 11 0 7 0 11

2 11 0 30 0 91

0 80 0 23 0 21

1 02 0 16 0 24

0 51 0 10 0 10

0 16 0 19 0 13 0 68

流紋岩 5 82 3 58 0 94 24 88 自然面残る

石 皿 砂 岩 34 10 20 40 8 70 +200 00 片面に使用痕有・一部欠損

剥 片 流紋岩 3 38 2 36 0 51 5 57

黒曜石 1 90 1 31 0 44 0 71

1 66 1 25 0 60 1 03

流紋岩 5 29 4 68 1 70 49 80 自然面残る

0 98 0 74 0 30 0 21

1 67 1 48 0 38 0 83

0 86 0 88 0 19 0 17

3 65 1 94 0 56 3 09

3 55 2 84 0 52 4 57

0 97 1 13 0 20 0 20

チャー ト 5 26 2 86 1 23 16 77

0 84 0 79 0 17 0 12

流 紋 岩 2 18 0 97 0 21 0 49

石 皿 砂岩 13 40 9 90 3 30 760 00 ほぼ全面に使用痕有

剥 片 流紋岩 1 43 1 34 0 19 0 56

チャー ト 0 98 0 75 0 11 0 08

1 25 1 18 0 29 0 30

0 85 0 76 0 20 0 10

171 0 63 0 31 0 34

流紋岩 2 43 2 90 0 75 6 05

2 46 2 46 0 57 3 07

3 96 3 33 1 29 14 88

チャー ト 1 41 1 05 0 20 0 28



NO 地 区 層 位 器 種 石 材
最 大 長 最 大 幅 最大厚 重  量

(g)
備 考

Bl Ⅳ 剥 片 チャー ト 1 31 0 94 0 11 0 19

流紋岩 2 62 2 63 0 39 2 84 下半分欠損

2 55 1 10 0 39 1 02

2 34 5 16 0 61 2 71

2 79 2 24 0 56 4 16

1 38 1 05 0 29 0 50

4 80 4 50 1 80 23 81 自然面残る

2 49 1 87 0 56 3 22

1 89 0 53 0 26 0 34

流紋岩 4 87 3 72 1 42 21 25

石 皿 砂 岩 81 00 16 95 13 80 800 00 片面にくばんだ部分有

石 鏃 黒曜石 2 10 1 20 0 33 0 47 右脚部久損

素1片 流紋岩 3 80 2 73 0 62 6 47

1 82 0 75 0 25 0 69

4 67 3 04 2 42 34 75

2 44 1 82 0 40 2 00

2 79 1 64 0 35 2 42

2 75 1 35 0 55 1 89

1 88 2 02 0 57 2 48

1 38 1 53 0 14 0 29

2 80 4 05 1 00 13 90

5 66 3 79 2 10 38 40 自然面残る

5 00 2 96 0 39 10 70

4 90 4 37 0 88 24 53

チャー ト 1 68 1 01 0 32 0 50

流紋岩 2 26 3 89 0 50 3 74

1 56 1 54 0 24 0 67 半分欠損

3 92 5 51 1 80 29 33 自然面残る

4 40 6 03 2 34 84 06

5 45 5 55 1 60 45 51

黒曜石 1 68 1 24 0 45 1 15

磨石 砂 岩 12 80 8 40 4 30 480 00 片面に磨痕残る

予1片 流紋岩 351 2 46 061 5 80

2 80 3 90 0 90 10 43

Ⅲ b 1 39 1 07 0 25 0 42

1 45 1 14 0 36 0 56

0 76 0 74 0 12 0 13

1 08 0 89 0 13 0 12 下部久損

0 68 0 92 0 26 0 29

0 83 1 33 0 23 0 21

黒曜石 0 94 031 0 39

Ⅳ チャー ト 0 86 0 30 0 53 左半分欠損

況 紋 岩 1 03 0 21 0 26

311 1 45 9 07

チャー ト 0 75 1 19 0 17 0 16

流紋岩 1 80 1 53 0 45 1 72

チャー ト 1 88 1 81 0 81 0 74

石鏃 2 65 1 55 0 30 1 06 片方の脚部欠損

剥片 118 1 24 0 26 0 41

1 16 1 24 0 13 0 16

1 02 1 37 0 24 0 24

磨 石 尾鈴山酸性岩 7 84 5 76 2 23 120 00 欠損著しヤ

剥片 チャー ト 2 18 1 74 0 29 1 30

0 80 0 58 011 0 07

0 73 0 89 011 0 08

1 03 0 72 0 07 0 07

流紋岩 4 50 4 40 1 83 35 79

チャー ト 1 60 1 04 0 43 0 75

1 02 0 96 0 45 0 25

0 79 0 52 0 07 0 03

0 82 0 80 0 10 0 10

0 68 0 81 0 17 0 12

1 42 0 72 0 24 0 20

1 35 1 45 0 37 0 70

1 08 1 06 0 18 0 16

0 91 0 74 0 20 0 10

1 03 0 72 0 19 0 13

上
―-100-―



No 地 区 層位 器 種 石 材
最大長 最大幅 最大厚 重 量

(g)
備 考

(cm)

Bl Ⅳ 該1片 チャー ト 0 99 081 0 13 0 10

2 21 1 03 0 38 1 23

0 64 0 75 0 17 0 10 下半 分欠 損

0 71 1 35 0 14 0 15

流 紋 岩 2 18 2 70 115 8 10

3 43 2 08 0 71 4 50

チャー ト 1 95 1 85 0 07 0 81

1 07 1 17 0 19 0 20

1 51 1 33 0 25 0 66

0 99 0 95 0 27 0 16

流紋岩 1 09 2 29 0 32 1 15 自然面残る

3 30 3 70 0 80 10 65 下半分欠損

黒曜石 1 56 1 46 041 0 96

流紋岩 0 89 0 98 017 0 22

3 48 0 55 2 54

1 76 0 82 1 16 自然面残る

3 39 0 88 4 45

1 98 0 97 3 39

1 80 0 42 1 20

6 65 6 39 2 29 135 00 自然面残る

2 24 1 04 0 35 0 83

2 54 2 86 0 71 5 66

チャー ト 0 89 0 99 0 14 011

0 58 1 12 0 14 0 14 下半分久損

1 43 1 08 0 06 0 13

0 87 1 42 0 27 0 21

黒曜石 2 31 2 36 0 78 3 06

Ⅲ b チャー ト 1 08 0 69 0 09 0 07

Ⅳ 流紋岩 2 56 1 74 0 33 1 79 自然面残る

1 36 1 48 0 28 0 52

2 05 1 03 0 24 0 84

チャー ト 0 78 0 62 0 08 0 05

1 25 0 61 0 13 0 12

流紋岩 1 96 3 33 0 82 5 08 自然面残る

2 15 3 19 0 68 4 56 下半分欠損

2 82 2 27 0 18 1 30

二次加工剥片 10 86 2 84 340 00 スクレイパーの可能性有、自然面残る

剥 片 7 94 3 32 0 82 20 58 自然面残 る

チャー ト 1 07 2 15 0 37 0 75

流紋岩 3 40 2 35 1 05 6 32 自然面残る

7 66 3 43 113 24 54 自然面残る

3 90 3 20 0 94 10 37

2 11 0 82 0 50 0 77

2 26 115 0 22 0 55

5 39 4 00 1 96 32 37 自然面残る

3 26 2 63 1 16 7 32

1 90 4 25 2 80 24 29

3 54 2 22 0 89 5 70

チャー ト 1 39 0 62 0 21 0 27

流紋岩 1 63 2 20 0 37 1 42

チャー ト 1 53 1 68 0 16 0 68

流紋岩 4 20 3 20 1 00 14 19 自然面残る

5 17 2 36 1 53 25 40

5 64 6 18 1 37 66 55

チャー ト 1 83 1 38 0 43 1 41

流紋岩 5 17 4 07 1 92 46 62 自然面残る

Ⅳ 5 09 11 10 19 77 自然 面残 る

3 25 3 53 0 43 8 47

3 97 2 01 1 03 9 22 自然面残る

黒曜石 1 77 1 39 0 63 1 31

流紋岩 2 92 2 34 0 82 5 01 自然面残る

2 12 3 89 0 89 8 86 自然面残る

1 97 1 53 0 25 0 74

2 45 2 05 0 85 3 42 自然面残る

6 30 4 94 1 31 32 32

2 61 1 67 0 32 1 56

511 2 68 0 90 12 35
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No 地 区 層位 器 種 石 材
最大長 最大幅 最大厚 量

＞

重

く
備 考

(clll)

Bl Ⅳ 剥 片 流紋岩 1 32 1 84

1 57 1 70

磨 石 砂 岩 11 00 10 20 420 00 片面に磨面有

剥 片 流 紋 岩 121 0 24 0 37

0 86 自然 面残 る

3 54 2 32

0 79 2 97

0 27 0 32 自然面残る

チャー ト 0 32 0 40

流紋岩 5 33 2 85 0 86 1313 自然面残る

3 00 0 78 13 04

0 06 1 27 0 96 7 48

石 核 チャー ト 6 48 4 10 82 29

磨 石 砂 岩 9 30 7 10 4 95 460 00 ほぼ全面に磨痕残る、全体的に赤変

13 70 8 30 5 10 780 00 片面のみ磨痕有

素I片 流紋岩 3 58 32 69 自然面残る

2 57 自然面残る

1 63 1 50 0 44 111 自然面残る

771

1 13 0 42 自然面残る

2 29 2 26 0 60

2 72 0 43

2 04 1 97 0 24 117

2 72

2 89 1 46 0 65 自然面残る

0 29

2 16 1 15 0 68 1 33

3 57 18 05 自然面残る

2 72 0 69 4 99

0 53

1 37 0 27

3 72 3 53 0 94 10 97

黒曜石 1 83

流紋岩 2 36 0 24 自然面残る

3 30 0 95 12 45

石 核 5 50 6 40 2 76 80 56 単設打面による剥片剥離

ま1片 黒 H選石 0 90 0 80

流紋岩 1 32 1 27 2 64 自然面残る

8 23 3 54 1 37 35 66

2 07 0 63

0 58 0 54 0 53

黒 曜石 2 26 0 83 1 71

流紋岩 4 82 4 47 1 84 54 39

3 07 114 9 88

0 96 0 36

2 80 1 20 自然 面残 る

1 97 2 57

1 12 0 43 0 13

1 37 2 09

1 16 2 42 1 87

0 95 1 67

3 50

0 48

0 63 1 79

1 41 0 78

0 30 0 19

1 67 0 98 7 31

2 36 131

Ⅳ 0 97 0 06 0 05

磨 石 砂岩 9 60 8 00 3 30 390 00

11 70 9 30 680 00 一部破損、赤変著しい、片面に磨痕有

石 皿 9 50 16 00 10 30 650 00 半分以上欠損

石 皿 (?) 12 20 10 50 670 00

磨石 10 10 296 00 半分欠損

剥 片 流 紋 岩 3 87 1 13 17 88

12 29

磨 石 砂 岩 16 40 3 60 760 00 両面に磨痕残る

可

土
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下 ¬

NO 地 区 層位 器 種 石 材
最大長 最大幅 最大厚 量

，

重

＜
備 考

Bl Ⅳ 磨石 砂岩 10 37 8 10 5 30 595 00

剥 片 黒曜石 2 01 0 66 1 55

チャー ト 1 46 0 16 0 87

2 95 0 83 3 78

流紋岩 1 12 0 28 0 30

3 61 3 05 0 80 7 99 下部欠損

117 1 42 0 28 0 42

チャー ト 114 0 90 0 17 0 17

091 0 54 0 06 0 03

流紋 岩 341 3 28 1 23 9 33

1 97 3 42 0 58 3 86

3 71 1 61 41 07

流紋岩 1 82 0 45 0 86

チャー ト 1 60 0 32 0 43

0 92 0 19 0 17

石鏃 1 80 031 0 72 全体の1/4欠損

諸I片 1 64 0 26 0 48 下部欠損

0 70 0 80 0 16 0 16 下部欠損

0 96 0 55 0 14 0 09

1 95 0 76 0 22 0 26

0 71 1 21 0 11 0 15

0 99 0 86 0 08 0 10

0 66 1 12 0 16 0 12

流紋岩 1 59 1 66 0 28 0 80

2 16 2 29 0 69 2 48

1 15 0 89 0 16 0 25

0 88 1 42 0 24 0 30

1 68 1 66 0 61 1 70 自然面残る

1 50 0 85 0 13 0 30

0 95 2 00 0 34 0 85

3 03 3 75 1 21 12 72 自然面残る、一部風化

石鏃 1 70 1 50 0 40 0 72 片方の脚部及び先端部欠損

剥 片 4 60 2 30 1 20 11 25 自然面残る

1 09 0 83 0 25 0 21

401 3 53 1 31 17 26 自然面残る

1 37 051 0 09 0 09

2 26 14 0 21 1 63

1 03 0 22 0 27

131 0 65 0 80

1 21 0 37 0 56

1 17 0 19 0 53

1 88 0 28 0 55

1 25 0 29 0 78

1 17 0 50 0 95

3 10 0 73 6 26 上部久損、自然面残る

0 84 0 94 0 20 0 16

0 94 0 98 0 18 0 12

3 99 2 63 1 25 12 76 自然面残る

0 86 1 09 0 19 0 12

1 28 0 98 0 43 0 39

6 12 4 29 1 46 44 60 自然面残る

1 54 1 03 0 36 0 59

チャー ト 0 78 1 07 0 17 0 13

0 64 1 19 0 24 0 14

1 38 0 46 0 28 0 14

0 89 0 62 0 16 0 09

黒曜石 2 75 1 55 0 85 3 29

2 04 0 81 101 1 95

1 33 0 94 0 38 0 63

チャー ト 0 97 1 72 0 19 0 43

流紋岩 5 52 3 77 2 22 64 32 自然面残る

5 59 6 24 1 41

4 06 4 92 1 13 20 44

1 99 3 59 151 22 30

3 50 4 33 1 76 24 23 自然面残 る

6 41 3 01 121 24 37 自然面残る

4 56 2 18 0 94 10 51
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blo 地 区 層 位 器 種 材石
最大長 最大幅 最大厚 重 量

(g)
備 考

(clll)

Bl Ⅳ 石 核 流紋岩 5 29 271 87 07 自然面残る

剥片 2 64 0 51 2 04

黒曜石 0 70 0 59 0 44

流紋岩 1 62 0 45 1 19

0 88 0 57 0 46

チャー ト 0 56 0 34 0 25

流紋岩 1 76 0 40 1 94

2 18 1 31 9 97

0 99 0 60 0 82

2 40 1 73 12 66

3 69 3 30 1 37 1716 自然 面残 る

5 20 8 70 3 27 107 86 自然面残る

4 00 4 20 1 75 32 39 自然面残る

5 62 4 80 1 39 41 81

1 98 1 72 0 59 2 01 自然面残る

5 70 810 3 20 120 00 自然面残る

9 96 7 39 4 13 330 00 自然面残る

8 81 4 58 1 00 55 17 自然面残る

2 58 1 97 0 97 4 56 自然面残る

石核 5 10 7 20 4 80 140 00

剥 片 3 00 2 33 0 56 4 64 自然 面残 る

チャー ト 1 43 0 93 0 29 0 34

1 50 0 64 051 0 27

流紋岩 4 21 341 1 28 18 31

2 22 t 73 0 39 1 98

2 40 1 34 0 60 3 55

571 3 46 0 93 24 65 自然 面残 る

1 13 0 70 0 16 0 15

3 45 3 95 1 17 15 12 自然面残る

1 00 2 62 0 99 8 63

1 17 1 22 0 13 0 22

2 65 2 26 0 59 3 75

黒曜石 0 83 0 80 0 28 0 24 下半分欠損

流紋岩 3 54 5 61 2 39 39 73

2 65 2 91 0 59 5 04 自然面残る

2 70 1 43 0 50 2 01

1 79 2 13 0 38 1 51

3 13 1 02 1 03 2 63

1 53 0 74 0 20 0 24

2 07 121 0 80 1 90

1 38 2 14 0 39 0 70

1 39 2 14 0 53 1 56

1 63 1 29 031 0 86

3 77 1 66 0 85 5 34

0 82 1 27 0 53 0 40

2 88 1 47 0 65 2 30

2 84 1 30 1 14 6 04 自然面残る

2 34 3 32 1 40 12 26

4 19 2 57 0 57 4 76

7 19 2 40 2 93 65 85

9 15 6 57 1 86 108 81

石 核 5 40 8 40 3 00 121 00 自然面残る、縁辺からの剥片剥離

剥 片 4 21 5 29 1 68 44 54

6 91 2 48 2 95 65 82 自然面残る

5 40 6 65 2 30 54 58

2 32 1 63 0 44 6 47

1 91 1 90 0 86 10 91

1 67 1 32 0 36 0 99

3 22 2 59 0 86 10 45 自然面残る

6 34 3 04 2 12 38 36

1 06 1 40 0 50 1 87

1 57 0 94 0 40 051

2 85 2 10 1 05 6 00 自然面残る

黒曜石 2 06 2 63 0 74 5 26

1 89 3 24 051 2 97

2 47 1 89 0 88 5 02

3 00 1 27 0 48 2 02

可

土
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No 地 区 層位 器 種 石 材
最大長 最大幅 最大厚 重 量

(g)
備 考

(cm)

Bl Ⅳ 剥片 黒曜石 2 44 4 46 1 12 15 31

1 35 0 72 0 26 0 36

2 30 1 52 0 70 3 06

1 74 1 26 0 39 1 25 自然面残る

1 49 2 28 0 33 1 06

2 55 1 30 0 74 1 97

砂 岩 1 07 1 77 0 37 0 66

流紋岩 2 50 3 00 1 00 6 32

礫 砂 岩 2 24 1 29 0 76 1 72

剥片 流紋岩 1 28 1 97 0 28 0 90

3 60 2 65 0 81 6 44

3 97 2 38 0 72 6 47 下部 欠 損

2 36 2 62 0 29 2 14 下部久損

1 02 0 60 0 13 0 16

1 38 0 78 0 28 0 31

1 26 0 71 0 65 0 67

3 57 2 03 0 89 7 26

2 88 1 39 0 41 1 57

1 54 1 23 0 28 0 55

1 50 1 08 0 20 0 40

チャー ト 1 67 0 96 0 24 0 34

流紋岩 1 72 3 60 1 41 10 20 自然面残る

1 64 1 24 0 26 0 63

チップ 0 98 0 35 0 06 0 04

1 30 0 73 0 21 0 20

剥 片 0 25 1 21 0 37 1 15 下半分欠損

1 58 0 78 0 68 0 88

2 48 2 03 0 94 3 74 自然面残る

1 86 1 14 0 48 0 51

1 85 0 85 0 40 0 60

1 16 2 16 0 46 1 40 自然面残る

2 99 1 01 0 87 1 65 自然面残る

4 38 5 06 2 19 53 12 自然面残る

1 51 1 62 0 31 0 84

1 40 2 37 0 67 1 94

1 37 0 87 0 32 0 34

0 85 1 37 0 35 0 57

1 08 0 77 0 47 031
1 31 2 28 0 51 1 79 自然面残る

二次力日工承1片 1 60 0 96 0 43 0 65 右側縁力日工有

剥 片 4 90 6 30 2 00 55 51 自然面残る

1 01 0 74 051 0 70

1 34 1 21 0 35 0 75

1 08 2 63 0 66 1 44 自然面残る

1 48 0 63 0 34 0 33 自然面残る

2 04 1 49 0 45 1 31

4 20 2 23 1 38 12 27 自然面残る

2 60 215 0 74 7 27

2 21 1 24 0 46 1 19

6 46 4 30 1 57 37 15 自然面残る

2 64 1 94 1 00 6 56

5 26 2 90 0 93 12 08

礫 砂岩 4 42 219 1 55 18 97

剥 片 1 52 2 14 0 37 1 23

2 21 0 90 0 55 1 00

3 11 2 23 1 57 17

流 紋岩 1 88 0 65 0 75 0 76

1 09 1 24 0 25 0 35

3 50 1 76 0 57 2 96

2 62 8 71 1 25 11 44 下部欠損、自然面残る

1 66 1 28 0 52 1 10 一部風化、自然面残る

3 11 3 47 1 25 13 34

1 12 1 24 0 38 051
251 2 24 0 26 2 48

V 1 63 1 60 0 31 0 62

1 73 1 43 041 0 93

2 18 0 94 0 47 0 94



下
‐

NO 地 区 層位 器 種 材石
最 大長 最 大 幅 最大厚 量

，

重

＜
偏 考

(clll)

Bl V 剥片 流紋岩 2 18 0 85 0 47 0 74

1 19 1 25 0 43 0 69

1 84 1 50 0 30 1 30

3 59 2 48 0 85 5 70

4 81 3 46 1 21 20 53 自然面残る

6 72 4 17 1 58 46 72 自然面残る

石核 5 40 4 90 3 25 65 95 一部風化、自然面残る

剥 片 2 00 1 86 0 24 1 00

B2 Ⅲ �レンフェルス? 2 31 0 89 1 15 1 47

黒 曜 石 3 01 1 66 0 57 2 84

流紋岩 1 59 2 02 0 47 1 15

2 75 221 0 43 2 11

黒 曜石 1 41 0 90 0 35 0 40

2 10 1 08 0 50 0 93

流紋岩 2 04 1 15 1 54 5 73

1 34 2 69 0 45 2 08

1 26 2 91 0 58 1 69

1 93 0 94 0 68 1 07

3 25 2 97 1 24 8 64

2 94 1 13 1 47 5 76 自然面残る

チャー ト 1 46 0 69 0 14 0 17

流紋岩 4 36 1 79 1 24 7 30 自然面残る

1 42 1 77 0 49 1 29

2 56 2 14 0 26 221

Ⅲ b ホルンフェルス 2 18 1 03 0 30 0 68

黒曜石 1 04 0 81 0 72 041

流紋岩 3 08 2 71 1 09 7 18

3 04 2 53 1 29 7 29

3 56 2 40 1 21 9 48 自然面残る

2 57 5 33 0 55 7 01

0 92 1 81 023 0 48 自然面残る

1 52 2 42 0 91 2 93

Ⅲ b 1 38 0 60 0 31 0 21

台 石 砂 岩 29 80 19 00 6 70 1500 00 凹部分あり

石皿 9 48 6 71 5 87 540 00 一部赤変、破損著しし

Ⅳ 剥片 流紋岩 271 1 61 0 29 1 50

1 79 2 02 0 41 1 55

1 07 1 02 0 20 0 17

7 39 4 60 1 95 57 98 自然面残る

1 54 2 07 0 59 1 29

チャー ト 2 05 1 02 0 21 0 42

黒曜石 0 87 1 03 0 39 0 19

流紋岩 1 96 1 61 0 48 1 47

3 60 3 58 1 12 13 91 右側縁下部に使用痕有

1 71 1 61 0 35 1 00

3 00 3 70 1 20 14 39 表面上半分に自然面有

6 20 7 80 4 20 220 00 剥片剥離、自然面残る

1 08 101 0 34 0 84

1 44 3 07 0 39 1 94

1 84 1 38 0 34 0 83

1 27 0 60 0 38 0 27

4 53 2 57 0 75 8 58 自然面残る

0 96 3 28 0 59 1 64

0 98 1 30 0 47 0 63 自然面残る

2 35 2 75 0 85 5 70

1 26 1 85 0 32 0 85

1 47 2 43 0 46 1 73

4 90 4 40 1 10 21 04

2 91 2 89 0 64 自然面残る

3 20 3 91 0 71 10 94

4 78 1 86 0 72 5 94

1 28 0 84 0 17 0 14

2 78 131 0 44 1 65

0 86 1 75 0 27 0 57 下部欠損

4 30 3 80 1 26 19 00 自然面残る

チャー ト 2 56 1 17 0 43 1 08

流紋岩 1 07 1 23 0 27 0 40



No 地 区 層位 器 種 石 材
最大長 最大幅 最大厚 重 量

(g)
備 考

(clll)

B2 Ⅳ 剥片 流紋岩 1 09 1 67 0 44 0 73

使用痕歌1片 3 72 4 16 1 53 21 50 表面に自然面残る

剥片 2 40 2 40 0 60 2 28 上半分欠損

2 25 3 58 0 56 4 91

1 16 2 03 0 73 1 35

2 49 2 20 0 55 3 51 上部及び下部欠損

1 54 1 59 0 51 1 20

3 25 3 65 6 80 10 23 自然面残る

0 78 3 50 110 2 29

1 95 1 67 0 19 1 06

3 77 2 60 0 64 9 08 半分欠損

5 75 3 56 1 20 24 23 自然面残る

5 75 461 2 28 42 87

451 8 78 1 19 20 69 自然面残る

2 29 861 1 27 9 55

9 50 7 45 5 90 400 00 打面転移による剥片剥離

7 45 7 10 6 50 22 71 自然面残る

5 60 1 98 2 53 22 53

3 15 3 32 0 92 10 58

4 45 3 57 0 74 14 83

2 12 2 09 0 52 1 86

4 81 4 85 1 32 25 23

2 48 1 37 0 62 2 15

1 28 1 58 0 84 1 37

1 42 1 62 0 75 1 98

3 10 2 40 0 60 4 49

2 59 1 50 1 05 3 53

2 40 2 30 0 60 312 00 自然面残る

磨石 砂岩 13 00 8 00 4 20 530 00 両 面 に磨 痕 あ り

剥片 流紋岩 5 38 2 67 1 82 16 71

1 26 0 87 0 30 0 25

敲石 3 50 2 09 0 58 4 91 下部 欠 損

剥 片 2 82 1 61 0 34 1 17

1 25 2 07 0 82 2 35

2 30 2 60 0 55 3 27 自然面残る

4 03 2 78 1 63 12 07

1 81 1 04 0 17 0 36

2 18 0 65 0 79 22 15

1 67 1 01 0 33 0 50

3 45 3 69 1 70

5 25 1 98 2 93 36 12 自然面残る

1 36 1 72 0 42 0 75

3 49 1 36 0 90 5 12

3 43 2 45 1 25 8 87

2 01 0 96 0 73 111

1 75 1 17 0 20 0 80

2 63 1 72 1 06 4 77

2 10 2 90 0 61 3 64

1 84 1 63 0 38 1 01

2 19 1 28 0 13 1 14

1 00 1 20 0 50 0 52

1 50 2 47 0 58

1 99 0 96

2 18 0 38

0 42

0 38 自然面残る

0 29 0 45

0 24 0 72

2 48 0 97

1 93 2 85 0 38

2 13 0 39 自然面残る

2 67 0 52

1 78 0 32 0 88

2 15 0 72 3 37

1 44 2 23 0 39 1 10

砂岩 9 74 5 99 3 48 250 00 欠損部あり

流紋岩 1 78 117 0 62 0 88



NO 地 区 層位 器 種 石 材
最大長 最大幅 最大厚 量

，

重

く
備 考

(clll)

B2 Ⅳ 剥 片 流紋岩 0 46 0 90

1 37 0 25

1 07 4 86 自然面残る

0 27

3 07 0 82 2 91 自然面残る

2 80 1 26 2 80

1 42

0 25 0 75

0 73 0 25

石 皿 砂岩 17 65 5 70 1005 00 付着物あり、両面に使用痕

剥 片 流紋岩 0 22

2 12 0 45 1 13

黒曜石 0 20 表面左半分風化・完形

流紋岩 0 56 下半分欠損

チャー ト 0 63 0 33 0 20

流紋岩 2 24 1 87 0 69 1 96

0 97 0 28

11 90 自然面残る 。一部欠損

2 76

0 83

1 21 0 87 0 38 0 55

0 95

3 55 0 95 表 面風 化

1 27 0 76 風化著しし

2 59 0 60 2 27

2 50 5 40 15 61 自然面多く残る

残 核 3 79 313 2 28 20 26

Ⅳ 0 40 0 87 0 12 0 12

破 片 砂岩 0 97 1 39

剥 片 流 紋 岩 0 20

3 20 0 60 下半分久損

1 11 0 26

311 1 89

3 82 0 45 2 79 自然面残る

7 67 2 90 73 88

3 85 4 76 17 39 表面に自然面残る

1 84 0 65 0 77 風化著 し予

1 57 1 35 0 17 表面に自然面残る

1 21 0 43 0 57

0 26

0 30

0 44

黒 曜 石 3 55 1 35 0 65 風化著 し▼

Ⅳ 流紋岩 2 40 1 97 0 82 3 36 自然面残る

Ⅳ 2 89 1 87 0 47 2 71 下部欠損・表面に自然面有

0 55 0 34 0 92

石 核 5 30 3 20 2 00 26 76 単設打面による剥片剥離

剥片 2 37 1 42 0 33 1 35 風化著 し▼

3 34 2 90 表面に自然面有

1 45 2 90 1 17

2 24 0 85 7 70 表面に自然面有

3 00 1 90 10 72 自然面有、欠損部有

1 97 0 35

0 24 欠損部あり

1 18 1 66 031 0 30

0 23

4 00 2 70 0 97 8 07 自然面残る、上部欠損

8 55 6 84 2 12 162 00 自然面残る

8 00 58 60

石核 417 4 76 2 60 77 04 ほぼ全面に自然面残る

剥 片 3 73 4 56 28 18

磨 石 砂 岩 10 40 7 65 3 70 390 00 表及び右側面に磨痕残る

剥 片 1 37 1 83

流紋岩 2 56 0 38 下部久損

1 76 2 57 0 69 2 52

2 14 113 0 88 1 48



No 地 区 層 位 器 種 石 材
最大長 最大幅 最大厚 重 量

(g)
備 考

(側 )

B2 Ⅳ 剥 片 流紋岩 3 37

2 20

1 71

212 3 19 一部風化

Ⅳ 0 17 0 31

0 36

3 36 1 13 7 08 自然面残る

0 98 0 60 上半分欠損

8 95 5 00 29 44 打面に節理面 ?

2 40 1 71 0 44

3 39 0 60

3 86 0 76 自然面残る

3 43 6 18 43 25

3 89 3 52 0 71 5 99 下半分久損

3 44 4 03 1 22 15 91 自然面多 く残る

3 39 2 22 0 98 6 04

3 80 4 10 0 86 12 26 剥片下部に自然面残る

6 55 3 56 1 87 4551 表面に自然面半分残る

4 50 4 70 0 90 20 82 部分的に風化

4 40 3 60 1 40 19 44 表面に自然面残る

5 60 3 70 1 50 28 62 一部風化・自然面残る

1 65 3 15 0 79 3 78 自然面残る

1 71 2 82 3 69 4 33

4 05 3 69 1 61 25 95

3 77 2 43 2 48 12 42

2 48 3 46 0 83 10 06

4 70 3 10 1 15 13 92 自然面残る

4 20 6 40 3 60 89 72 打面転移による剥片剥離

4 95 4 40 2 00 35 56 自然面残る

0 98 0 25 0 45 下半分欠損

2 71 0 67 6 48

4 63 17 67 自然面残る

0 49 1 29 風化著 しし

打面 再 生 剥 片 0 89

剥片 1 70 5 85

2 59 1 37 1547 風化非常に著 しヽ

1 53 12 11

1 61 0 57 1 37 一部風化

4 60 16 63 自然面残る

一部風化

4 21 20 67 風化 著 しし

流紋岩 018 8 45 下半分久損

211 0 69 2 49

1 26 0 45

1 16 3 17

Ⅳ 3 30 54 18 自然面が多く残る

0 53 2 96 下半分欠損 。自然面残る

Ⅳ 1 45 一部風化

16 10 1 77 7 80 4 95

風化著しい 。自然面残る

1 20 1 22 3 94 0 62

23 84 風化著 しし

Ⅳ 1 21 17 92 表面半分に自然面残る

0 96 6 26 自然面残る

1 08 0 72 風化著 しい 。自然面残る

510 6 00 78 29 打面転移による剥片剥離
3 20 1 10 17 17 自然面残る

5 21 2 22 33 27 自然面残る

2 80 0 74 7 09 風 化 著 し�

10 6 90 9 78 一部風化

2 38 2 28 一部久損

5 20 0 74 10 78

2 33 0 40 1 51 風化非常に著しし

0 82 自然面が全面に残る

0 74

Ⅳ 2 03 0 26 風化著 しい 。自然面残る

礫 32 00 0 64 6 55



可

NO 地 区 層位 器 種 石 材
最大長 最大幅 最大厚 量

＞

重

く 備 考
(cl l)

B2 Ⅳ 談1片 流紋岩 2 23 2 79 0 26 2 23 風化 著 しし

1 50 0 22 0 55

2 11 2 46 0 57

2 70 3 20 0 50 3 22 一言Б)風化

1 41 0 29 0 69

1 19 0 23 0 56 やや風化

2 24 3 80 0 71 5 45 自然面少し残る

0 99 1 79 0 50 1 15

2 31 1 15 0 53 1 67 自然面残る

115 0 19 0 35

3 90 1 58 11 45 自然面残る

2 40 3 88 11 83

2 22 1 11 0 42

1 21 0 46

2 37 0 52 下半分欠損

2 13 風化著しヤ

1 56 0 58 2 37 下 半分 久 損 、欠 損 面風 化

調整剥片 ? 1 85 0 35 0 66

剥片 0 90

0 77 0 47 0 59

0 26 欠損都あり

2 47 2 16 1 35 9 55 風化著 しヤ

1 76 2 56 0 35

6 59 6 83 3 46 110 64 自然面多く残る

2 27 3 46 0 75 5 67

黒曜石 0 32 0 64 下半分久損

流紋岩 2 06 5 21

7 10 4 10 3 00 68 30 自然面多く残る

2 48 3 18 0 82 5 53 自然面残る

6 26 2 82 1 97 40 03

2 32 2 71 1 14

2 22 0 77 0 20

3 26 1 54 25 29 一部風化、自然面残る

4 70 7 50 2 05 57 36 部分的に風化 。自然面残る

0 90 2 24 0 34 風化著 しし

石核 7 70 7 40 5 70 415 00 打面転移による剥片剥離

剥片 3 50 6 60 3 50 60 50

2 60 4 50 15 40

1 25 0 39 左半分欠損

3 83 3 75 0 75 10 74 表面全体に自然面残る

5 20 4 80 30 79 自然面が裏面左下に残る

5 65 2 29 1 10 22 34 自然面が僅かに残る

3 25 0 68 2 37

2 66 2 45 0 99 左半分欠損

3 20 4 30 0 90 12 04 表面左半分風化

1 53 1 10 0 40 自然面が残る

5 32 2 24 17 46 表面半分に自然面残る

0 38

2 35 0 79 0 48 表面に自然面が残る

2 47 0 72 3 32 下半分欠損

2 20 0 60 1 26

12 1 47 0 28 0 58

61 0 48 1 24 表面風化

2 80 1 16 0 42 1 57 表面に自然面残る

1 92 0 82 115 わずかに自然面残る

4 60 0 80 10 07 風化著し↓

1 87 0 92 自然面が残る

礫 砂岩 3 34 1 79 1 57 11 32

剥 片 流紋岩 2 25 表面に自然面残る

0 84 0 36

111 表面に自然面残る

1 12 0 86 自然面が残る

ホルンフェルス 2 04 2 75 0 75 風化非常に著 しラ

黒曜石 2 68 1 48 下半分欠損

流 紋岩 3 89 1 38 20 98 下部欠損 。自然面残る

1 65 0 38

3 07 1 89 表 面 に 自然 面残 る



【表3 Bl区接合資料計測表】

区 掲 載
接合

NO 層 位 器 種 石材
最大長 最大幅 最大厚 量

ヴ
重
て(cm)

Bl

接合資料 1

援 合

流紋岩

7.10 9.00 8.40 432.88

① Ⅲ 剥 片 2.00 1,78 1.06 3.50

② Ⅲ 残核 2.60 3.30 2.56 20。 97

③ Ⅳ 剥 片 3.60 1.90 1.56 13.21

④ Ⅲ 剥 片 2.34 1.45 0.33 1.23

⑤ Ⅲ b 石核 3.98 5.14 2.68 70.64

⑥ Ⅲ b 石核 3.05 3.15 1,70 22.47

⑦ ]Ib 石核 4.13 3.15 2.64 つ
る 16

③ Ⅲ b 剥 片 2.56 3.20 0.72 6.75

③ Ⅳ 剥 片 3.19 1.75 1.53 8.07

⑩ Ⅳ 剥 片 2.80 4.40 2.34 18.53

⑪ Ⅳ 剥 片 2.27 3.44 2.02 15.48

⑫ Ⅳ 石核 4.65 4.00 3.20 106.20

⑬ Ⅳ 剥片 2.46 2.36 0。 71 4.17

⑭ Ⅳ 石核 4.55 4.47 3.01 68.43

⑮ Ⅳ 剥 片 6.10 4.50 1.61 41.07

接合資料 2

接合

流紋岩

10.30 10.70 4.20 552.67

① Ⅳ 剥 片 5.60 3.60 1.70 65.85

② Ⅳ 剥 片 9.15 6.57 1.86 108.81

③ SO 剥片 3.60 8.10 1.40 35.66

④ Ⅳ 該1片 3.60 5,20 1.10 12.35

⑤ Ⅳ 石核 7.20 10.00 3.60 330.00

接合資料 3

接合

流紋岩

8.30 13.30 4.85 364.44

① Ⅳ 石核 5.40 8,40 3.00 121.00

② Ⅳ 石核 5,20 8.70 3.27 107.86

③ Ⅳ 剥片 5.70 8.10 3.20 120.00

④ SO 剥 片 2.30 2.75 0.56 4.35

⑤ SO 剥片 3.90 3.20 0.94 10.

⑥ Ⅳ 剥片 0.90 1.25 0.38 0.86

接合資料 4

接 合

流紋岩

6.40 7.70 3.25 132.87

① SO 剥片 2.80 3.90 0.90 10.43

② SO 剥 片 1.90 4.25 2.80 24.29

③ Ⅳ 剥片 4.00 4.20 1.75 32.29

④ Ⅳ 石 核 5.40 4.90 2.40 65.86

接合資料 5

接合

流紋岩

2.40 5.00 1.40 17.89

① Ⅲ b 承1片 1.70 3.20 0,80 4.75

② Ⅲ b 剥 片 1.80 3,95 0.92 5,85

⑥ Ⅲ 該1片 2.55 3.20 0.59 7.29

接合資料 6

接合

流紋岩

9。 10 11.80 8,90 897.80

① Ⅳ 剥片 4.09 4.14 1.40 38.80

② Ⅲ 剥片 6.57 3.37 1.67 31.97

⑥ Ⅳ 剥 片 3.00 2.30 1,30 7.03

④ Ⅳ 石核 6.30 9.50 6.90 480.00

⑤ Ⅳ 石核 6.50 10,60 5,70 340.00

接合資料 7

接合

流紋岩

5,90 6.10 4.30 163.81

① Ⅳ 剥 片 4.80 4.50 1.80 23.81

② Ⅳ 石 核 5.10 7.20 4.80 140.00

接合資料 8

接合

流紋岩

6.50 7.50 3.00 134.98

① Ⅳ 承1片 2.20 2.00 0.40 2.48

② Ⅲ 剥片 1.50 3.10 1.00 3.34

③ Ⅲ b 剥片 3.40 2.60 1.80 9.80

④ SO 設1片 3.80 2.80 1.20 10。 15

⑤ SO 剥 片 4.20 3.20 1.00 14.19

⑥ SO 石核 4.50 6,70 3.20 95.02



【表4 B2区接合資料計測表】

区 掲  載
接合

NO 層位 器 種 石材
最大長 最大幅 最大厚 量

，買

重

ぐ(clll)

B2

接合資料 9

接合

流紋岩

7.30 10. 10 6.30 533.60

① Ⅳ 設I片 4.45 2.90 0,80 10.78

② Ⅳ 剥片 5,30 2.80 2.22 33.27

③ Ⅳ 剥片 3.10 2.10 1.20 6.26

④ Ⅲ 剥片 1.30 2.90 1.75 5.73

⑤ Ⅳ 剥片 5.40 2.90 2.93 36.12

⑥ SO 剥片 1.85 4.55 1.24 7.30

Э V 剥片 1,83 3.20 0.92 5.61

⑥ SO 剥 片 2.55 3.20 0.94 6.89

⑨ Ⅳ 剥片 2.05 2.80 0.57 2.62

⑩ Ⅳ 剥片 1.30 2.60 0.70 1.67

① V 剥片 3.50 2.20 1.11 6.80

⑫ Ⅳ 剥片 2.45 3.88 1.38 11.33

⑬ Ⅳ 設I片 7.70 7.40 5.70 410.00

接合資料 10

援 合

流紋岩

5.55 5.50 1,65 51.56

① V 剥片 2.25 3.10 0.91 5.81

② Ⅳ 剥 片 2.40 2.20 1,07 4.86

③ Ⅳ 剥 片 2.05 3.90 1.58 11.45

④ Ⅳ 剥片 3.95 5,00 1.65 29.44

接合資料H

接合

流紋岩

7.90 9.20 4.50 290.63

① Ⅳ 剥片 4.50 4.70 0,90 20.82

② Ⅳ 剥片 4.90 4.40 1.10 21.04

③ Ⅳ 剥片 3.10 2.40 0.60 4.49

④ Ⅳ 剥片 2.40 2.30 0.60 3.20

③ Ⅳ 剥 片 3.00 3.70 1.20 14.39

⑥ Ⅳ 剥 片 3.20 2.80 0.60 4.41

⑦ Ⅳ 剥片 2.40 2.40 0.60 2.23

⑥ Ⅳ 石 核 6.20 7.80 4.20 220.00

接合資料 12

接合

流紋岩

8.60 7.10 4.80 126.37

① SO 剥片 3.80 5.00 1.60 23.84

② V 石核 4.60 2.90 0.80 10,07

⑥ Ⅳ 剥片 1.90 2.00 0.30 0。 97

④ V 石核 3.20 4.30 0.90 12.04

⑤ Ⅳ 剥片 1.00 1.20 0.50 0.52

⑥ V 石核 1.30 2.20 0.60 1.26

⑦ Ⅳ 剥片 3.20 4.30 1,10 17.

⑥ Ⅳ 石核 3.50 6.60 3.50 60.50

接合資料13

接合

流紋岩

10.00 7.45 5,90 442.15

① Ⅳ 石核 9.50 7.45 5.90 400.00

② Ⅳ 剥片 7.45 7.10 6.50 22.71

Ⅳ 剥 片 4.40 3.60 1.40 19。 44

接合資料 14

接合

流紋岩

5.05 5.30 2.35 52,75

① Ⅳ 剥片 4.70 3.10 1.15 13.92

② Ⅳ 剥 片 4.95 4.40 2.00 35.56

⑥ Ⅳ 剥片 2.30 2.60 0.55 3.27
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図版 1 遺跡遠景 (西から)

写真中O囲みの部分が調査地
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図版 2

A区全景 (右か らAl～ A9)

図版 3

B区全景 (上 :Bl、 下 :B2)
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図版 4

B¬ 区遺物出土状況 (南から)

図版 5

B2区遺物出土状況 (北から)

図版 6

B司 区 1号土坑完掘状況
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図版フ

A4ト レンチ集石遺構検出状況

図版 8

A司 トレンチ遺物出土状況

図版 9

Bl区遺物出土状況
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図版10 A区 出土上器
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A区出土石器
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図版12  Bl区 出土土器
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図版13 Bl区縄文時代石器
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Bl区旧石器出土遺物(2)
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図版16 Bl区 旧石器出上遺跡(3)
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図版17 B2区 出上縄文上器
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B2区 出土石器 (1)
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図版19 B2区 出土石器 (2)
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接合資料 6

接合資料 8

接合資料11 接合資料12

図版20 接合資料
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